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はじめに

この『Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュア
ル』は、ソフトウェアのインストールと初期構成の方法についてまとめたものです。
管理および構成用ソフトウェアのインストール方法と、初期段階のストレージ計画と
構成の実行方法について説明しています。アレイの物理的な初期設置については、ご
使用のアレイのハードウェアの設置マニュアルを参照してください。

お読みになる前に
Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアのインストールを始める前
に、次のマニュアルに記載されている最新情報を参照してください。

■ Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアリリースノート

■ ご使用のアレイの『ご使用にあたって』
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マニュアルの構成
第 1 章では、Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアとインストール
作業の概要を説明します。

第 2 章では、Common Array Manager ソフトウェアとローカルおよびリモートホス
ト管理ソフトウェアのインストール方法を説明します。

第 3 章では、アレイの登録方法、アレイファームウェアのアップグレード方法、およ
びアレイの初期情報の追加方法を説明します。

第 4 章では、ストレージ構成の計画にあたって、背景となる概念について概説しま
す。

第 5 章では、アレイのストレージの基本的な構成手順を説明します。

付録 A には、設置を行うために必要な情報の収集に役立つワークシートが用意され
ています。

付録 B では、IP アドレスを設定する方法を説明します。

付録 C では、UNIX におけるユーザーの役割の追加方法を説明します。

付録 D では、ブラウザインタフェースの使用方法を説明します。

UNIX コマンド
このソフトウェアの Solaris 版と Linux 版の場合、このマニュアルでは、UNIX® コ
マンド、およびシステムの停止、システムの起動、デバイスの構成などの手順につい
て説明します。Solaris または Linux については、次のマニュアルを参照してくださ
い。

■ 使用しているオペレーティングシステムに付属のソフトウェアマニュアル

■ 下記にある Solaris™ オペレーティングシステムのマニュアル
http://docs.sun.com
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シェルプロンプトについて

書体と記号について

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine_name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #

書体または記号*

* 使用しているブラウザにより、これらの設定と異なって表示される場合があります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

% su

Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の
名前や値と置き換えてくださ
い。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調
する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \

  XV_VERSION_STRING’
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関連マニュアル

さらに、Sun StorageTek Common Array Manager には次に示すオンラインマニュア
ルが含まれています。

■ Sun StorageTek Configuration Service オンラインヘルプ

システムの概要と構成に関する情報が含まれています。

■ サービスアドバイザ

システムフィードバックとともに FRU の交換手順を示します。サービスアドバイ
ザには、Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアからアクセスでき
ます。

■ sscs コマンドのマニュアルページ

管理ホストまたはリモート CLI クライアントで使用できるコマンドについて、マ
ニュアルページが提供されています。

Sun のオンラインマニュアル
そのほかの Sun のマニュアル (ローカライズ版を含む) については、次の場所で参
照、印刷、または購入することができます。

http://www.sun.com/documentation

アプリケーション タイトル Part No.

マニュアルセットに含ま
れない最新情報

Sun StorageTek Common Array 
Manager ソフトウェアリリースノート

820-1170-10

ご使用のアレイの『ご使用にあたっ
て』

マニュアルにより異
なる

CLI に関するクイックリ
ファレンス

Sun StorageTek Common Array 
Manager sscs(1M) CLI Quick Reference 

820-0028-10
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Sun 以外の Web サイト
このマニュアルで紹介する Sun 以外の Web サイトが使用可能かどうかについては、
Sun は責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sun は保証し
ておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、またはこ
れらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへの依存に
関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun は一切の
責任を負いません。

Sun の技術サポート
このマニュアルに記載されていない技術的な疑問については、次の場所を参照してく
ださい。

http://www.sun.com/service/contacting

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル, 
Part No. 820-1036-10
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1

第 1 章

概要

この章では、Sun StorageTek Common Array Manager の概要を説明します。次の節
で構成されています。

■ 1 ページの「ソフトウェアの概要」

■ 3 ページの「インストール手順の概要」

■ 5 ページの「次の作業」

ソフトウェアの概要
Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアは CD で配布され、次の項で
説明するツールから構成されます。

■ 1 ページの「管理用ソフトウェア」

■ 2 ページの「リモートコマンド行インタフェースクライアント」

■ 3 ページの「データホストのソフトウェア」

管理用ソフトウェア

Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアは、外部管理ホスト上のアレ
イの構成や管理を行う、ブラウザインタフェースおよびコマンド行インタフェース 
(CLI) の両方を提供する、Web ベースの管理用ソフトウェアです。使用できる管理ホ
ストのプラットフォームを次に示します。

■ Solaris 8、9、または 10 オペレーティングシステム (OS) を実行している Sun シス
テム

■ 次のシステムを実行している x86 または x64 システム

■ Solaris 10
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■ Linux (Red Hat Enterprise Linux AS Release 4 update 2 以降か SuSE Linux 10)

■ Windows 2000、2003、または XP。

Common Array Manager は、次に示すアレイの管理サポートを提供します。

■ Sun StorageTek 6130

■ Sun StorageTek 6140

■ Sun StorageTek 6540

■ Sun StorageTek 2500 シリーズ

■ FlexLine 380

ブラウザインタフェース

Sun StorageTek Common Array Manager を使用すると、管理ホストと通信可能な任
意のホストから Web ブラウザを使用してアレイを管理できます。サポートされるブ
ラウザの一覧については、『Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェア
リリースノート』を参照してください。

ブラウザインタフェースの操作方法については、次の説明を参照してください。

■ 105 ページの「ブラウザインタフェースの使用」

■ オンラインヘルプ

リモートコマンド行インタフェースクライアント

Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアのコマンド行インタフェース
を使用して、ストレージを構成、管理することもできます。CLI の制御機能と監視機
能は、Web ブラウザで使用できる機能と同じで、頻繁に実行する作業をスクリプト
化できます。

CLI は、リモートホストにインストールしたリモート CLI クライアントから使用で
き、Solaris OS と Windows、Linux、そのほかいくつかの OS 用の CLI が用意されて
います。サポートされるオペレーティングシステムプラットフォームの一覧について
は、『Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアリリースノート』を参
照してください。

CLI コマンドについての詳細は、次のマニュアルを参照してください。

■ sscs のマニュアルページ

■ 『Sun StorageTek Common Array Manager sscs(1M) CLI Quick Reference』
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データホストのソフトウェア

データホストのソフトウェアは、データホストとアレイの間のデータパスを制御しま
す。

注 – 一部の管理ホストはデータホストとしても使用できます。

データホストのソフトウェアには、データホストとアレイ間データパスの入出力接続
を管理するツールが含まれています。それらは、SAN (Storage Area Network) で、
ホストとの接続、監視、データ転送を行うためのドライバとユーティリティーなどで
す。

必要になるデータホストのソフトウェアの種類は、使用している OS によって異なり
ます。データホストのソフトウェアは、Sun Download Center またはその他のソー
スから入手する必要があります。詳細は、『Sun StorageTek Common Array Manager 
ソフトウェアリリースノート』を参照してください。

インストール手順の概要
Common Array Manager ソフトウェアをインストールする前に、次の準備を行なっ
てください。

■ アレイのインストールに関する最新情報について、『Sun StorageTek Common 
Array Manager ソフトウェアリリースノート』をお読みください。

■ アレイのサイト計画マニュアルで説明されているとおりに、サイトを準備してく
ださい。

次のチェックリスト (表 1-1) は、Sun StorageTek Common Array Manager ソフト
ウェアのインストールに必要なすべての作業の概要と、詳細な手順の参照先を示して
います。正常にインストールするには、ここに示した順序で作業を行う必要がありま
す。
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表 1-1 Sun StorageTek Common Array Manager インストールのチェックリスト

手順 インストールの作業 手順の参照先

1. ストレージドメインおよびその他の
上級機能のライセンス証明書を持っ
ていることを確認します。

第 5 章、77 ページの「上級機能の有効化」

2. 管理ソフトウェアをインストールし
ます。

第 2 章、7 ページの「Common Array 
Manager ソフトウェアのインストール」

3. DHCP またはシリアルインタフェー
スを使用してまだ構成していない場
合は、付録 B の説明に従いアレイコ
ントローラの IP アドレスを構成し
ます。

付録 B、91 ページの「アレイコントローラ
の IP アドレスの設定」

4. 管理ソフトウェアを起動し、ログイ
ンします。

第 3 章、43 ページの「管理ソフトウェアの
起動」

5. アレイを登録します。 第 3 章、49 ページの「アレイの登録」

6. アレイのファームウェアをアップグ
レードします。

第 3 章、49 ページの「アレイの登録」

7. アレイの管理情報を入力します。 第 3 章、59 ページの「アレイの管理機能」

8. サイト情報および連絡先情報を入力
します。

第 3 章、63 ページの「サイトおよび連絡先
の一般情報の設定」

9. サイト管理用の通知設定を行いま
す。

第 3 章、63 ページの「障害管理のための通
知設定」

10. ユーザーを追加し、役割 (admin、
storage、guest) を割り当てます。

第 3 章、65 ページの「ユーザーの追加と役
割の割り当て」

11. 計画したストレージに必要な基本的
な事項を確認します。

第 4 章、71 ページの「ストレージ構成の計
画」

12. 上級ライセンスを起動します。 第 5 章、77 ページの「上級機能の有効化」

13. デフォルトストレージ機能、カスタ
ムストレージ機能のどちらを使用す
るか計画します。

第 5 章、79 ページの「「新規ボリューム」
ウィザードを使用する前のストレージの計
画」

14. 「新規ボリューム」ウィザードおよ
び関連機能を使用して、ストレージ
を構成します。

第 5 章、84 ページの「「新規ボリューム」
ウィザードを使用したボリュームの作成と
マッピング」
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次の作業
これで、Common Array Manager ソフトウェアとローカルおよびリモート管理ホス
トソフトウェアをインストールできます。
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第 2 章

Common Array Manager ソフトウェ
アのインストール

この章では、グラフィカルインタフェースまたはコマンド行インタフェースを使用し
て管理ソフトウェアをインストールする方法を説明します。次の節で構成されていま
す。

■ 8 ページの「新リリースのインストールとアップグレード」

■ 8 ページの「Software Installation CD について」

■ 8 ページの「ダウンロードファイルからのインストールについて」

■ 9 ページの「インストール要件の確認」

■ 11 ページの「各ファイルおよびログの場所」

■ 12 ページの「インストールコマンドの概要」

■ 13 ページの「GUI を使用した Solaris OS を実行しているシステムへのインストー
ル」

■ 19 ページの「CLI を使用した Solaris OS を実行しているシステムへのインストー
ル」

■ 21 ページの「GUI を使用した Linux OS を実行しているシステムへのインストー
ル」

■ 27 ページの「CLI を使用した Linux OS を実行しているシステムへのインストー
ル」

■ 29 ページの「GUI を使用した Windows システムへのインストール」

■ 34 ページの「CLI を使用した Windows システムへのインストール」

■ 36 ページの「ソフトウェアのアンインストール」

■ 40 ページの「インストールのトラブルシューティング」

■ 41 ページの「次の作業」
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新リリースのインストールとアップグ
レード
この章、およびこのマニュアル全体で、新しい管理ホストへの Common Array 
Manager のインストールについて説明します。これらの手順は、旧バージョンのソ
フトウェアがすでに実行されているホストに、新リリースのソフトウェアをインス
トールする方法と同じです。現在の管理ホストを新リリースへアップグレードする場
合は、新しいインストールの説明に正確に従いインストールプログラムを実行しま
す。インストールスクリプトがシステム上で旧バージョンのソフトウェアが使用され
ていることを検知すると、変更が必要なファイルのみをアップグレードして追加しま
す。現在の設定やその他のデータは保持され、アップグレードのあとで通常のオペ
レーションを再開できます。アンインストールまたはデバイスの再登録、ユーザーの
再定義、またはほかのシステムのパラメータを手動でリセットする必要はありませ
ん。

アップグレードに関する内容を含むリリース固有の考慮事項は、『Sun StorageTek 
Common Array Manager ソフトウェアリリースノート』で説明されています。

Software Installation CD について
Sun StorageTek Common Array Manager Host Installation Software CD では、3 つ
のインストール関連のウィザードを提供しています。

■ 管理ソフトウェアインストーラ - グラフィカルユーザーインタフェースまたはコマ
ンド行インタフェース (CLI) を使用して、ローカルまたはリモート管理ホストをサ
ポートするアプリケーションを選択してインストールできます。

■ アンインストーラ - ホストから管理ホストソフトウェアとリモートホストソフト
ウェアをアンインストールできます。

ダウンロードファイルからのインストー
ルについて
次のサイトから Common Array Manager ソフトウェアの最新バージョンをダウン
ロードすることもできます。
http://www.sun.com/download/index.jsp?cat=
Systems%50Administration&tab=3&subcat=Storage%50Management



 第 2 章 Common Array Manager ソフトウェアのインストール 9

ダウンロードファイルからインストールする場合は、次のようにファイルを展開して
インストールプログラムを実行してください。

1. 次のコマンドで、ファイルを展開します。

untar filename.tar 

2. たとえば、次のようにインストールファイルを展開するディレクトリに変更します。

install_dir/Host_Software_5.1.0.xx

3. 「README.txt ファイルを確認」の手順に従い、適切なインストール手順を開始しま
す。

インストールの準備
管理ソフトウェアをインストールする前に、次のことを行います。

■ CD の README.txt ファイルには、Software Installation CD に関する最新情報と手
順が記載されています。圧縮されたインストールファイルを対象のホストに展開
する前に、CD のREADME.txt ファイルを確認してください。

■ アレイサイトの連絡先に送付された上級機能のライセンス証明書を特定します。

■ コントローラで IP アドレスを構成する方法は 3 通りあります。Common Array 
Manager のファイルをインストールする前に、DHCP を使用して IP アドレス設
定を行うか、またはシリアルポートを使用して静的 IP アドレスの設定を行なって
ください。アレイコントローラの動的 IP アドレス設定は、ソフトウェアを使用し
て行います。ソフトウェアのインストール後に行えます。詳細は、付録 B、91 
ページの「アレイコントローラの IP アドレスの設定」を参照してください。

■ 9 ページの「インストール要件の確認」の説明に従い、管理ソフトウェアおよびリ
モート CLI クライアントソフトウェアに必要な容量を確認します。

■ 次に示す項目で説明されている情報を参照してください。

■ 9 ページの「インストール要件の確認」

■ 11 ページの「各ファイルおよびログの場所」

■ 12 ページの「インストールコマンドの概要」

■ 12 ページの「リモート端末からの telnet 経由のインストール」

インストール要件の確認

圧縮されたインストールファイルを展開する前に、次の要件が満たされているかどう
かを確認します。(インストールスクリプトは、これらの要件を確認します。要件を
満たしていない場合、スクリプトはそれを通知します。)
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注 – これらの容量の要件は、Java Web Console を含むフルインストールの場合に適
用されます。Java Web Console および JDK がすでにシステムにインストールされて
いる場合は、必要な容量は約 100M バイト少なくなります。Solaris では /opt、
Linux では /usr、Windows ではシステムドライブがこれに相当します。

■ 以前のバージョンの管理ソフトウェアがインストールされていないことを確認し
ます。

以前のバージョンの Sun StorageTek Configuration Service 管理ソフトウェアは、
Common Array Manager 5.0 リリースをインストールする前にすべてアンインス
トールしてください。

■ Storage Automated Diagnostic Environment など、以前にインストールしたサー
ビスが、どのアレイコントローラの Ethernet ポートのアレイでも実行されていな
いことを確認します。

注 – 2.2.5 より前のバージョンの Sun Java Web Console が管理ホストにインストール
されている場合、スクリプトにより最新バージョンへのアップグレードを求めるメッ
セージが表示されます。アップグレードしないことを選択すると、スクリプトが終了
します。

■ Windows システムでは、Windows インストーラ 3.1 および次に示すサービスパッ
ケージが要求されます。

表 2-1 インストールに必要な容量

OS 総容量 ディレクトリの容量

Solaris 555M バイト root - 5M バイト

/tmp - 110M バイト

/usr - 15M バイト

/var - 145M バイト

/opt - 280M バイト

Linux 660M バイト root - 5M バイト

/tmp - 120M バイト

/usr - 140M バイト

/var - 95M バイト

/opt - 300M バイト

Windows 530M バイト システムドライブ (通常は C:)
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各ファイルおよびログの場所

次の表に、Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアの各ファイルおよ
びログの場所を示します。

表 2-2 Windows サービスパック要件

Windows OS 必要なサービスパックの
バージョン

Windows 2000 SP4 以降

Windows 2003 SP1 以降

Windows XP SP2 以降

表 2-3 ソフトウェアのファイルの場所

OS ファイルの種類 ディレクトリ

Solaris 展開されたインストール
ファイル

/var/opt/CommonArrayManager/Host_S
oftware_5.x.x.x/bin

インストールログ /var/sadm/install/se6000

プログラムファイル (シ
ステムにより異なるため
例を示す)

/opt;

/var/sadm/swimages/

CLI プログラムファイル /opt/se6x20

Linux 展開されたインストール
ファイル

/var/opt/CommonArrayManager/Host_S
oftware_5.x.x.x

インストールログ /var/opt/cam

プログラムファイル /var/opt/SUNWse6130ui/local_data

CLI プログラムファイル /opt/sun/cam/se6x20/cli/bin/sscs

Windows 展開されたインストール
ファイル

<system drive>:\Sun\
CommonArrayManager\
Host_Software_5.1.0.xx\bin

インストールログ \Program Files\Common Files\Sun 
Microsystems\se6000 

プログラムファイル \Program Files\Sun\Common Array 
Manager\
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インストールコマンドの概要

表 2-4 は、GUI ウィザードまたは CLI スクリプトを使用して管理ソフトウェアをイ
ンストールするために必要なコマンドの概要を示しています。

Solaris OS または Linux OS でパスを定義していない場合は、./ を使用してコマンド
を実行します (./RunMe.bin)。

Windows プラットフォームでコマンドだけでは実行できない場合は、.\ を追加して
コマンドを実行します (.\RunMe.bat)。

リモート端末からの telnet 経由のインストール

多くのユーザーは、実際の管理ホストとして稼働するサーバーのリモート端末から、
telnet 経由でソフトウェアをインストールする方法を選択しています。そのような状
況に該当し、実際に Solaris または Linux でグラフィックインストールウィザードの
使用を計画している場合は、リモート端末にウィザードページがローカルに表示され
るように、X Windows の DISPLAY 設定を行なってください。ローカル端末表示を
設定するには、次の手順を実行します。

1. ローカル端末で、次のように入力して Common Array Manager ホストからの表示を
可能にします。

$ xhost +

表 2-4 Common Array Manager ソフトウェアのインストールコマンド

インストールの作業 グラフィカルインタフェース コマンド行インタフェース

管理ソフトウェアをインストールまた
はアップグレードします。

RunMe.bin (Solaris、Linux)
RunMe.bat (Windows)

RunMe.bin -c (Solaris、
Linux)
RunMe.bat -c (Windows)

管理ソフトウェアをアンインストール
します。

注: Windows では、「コントロールパ
ネル」の「プログラムの追加と削
除」からもソフトウェアを削除する
ことができます。

uninstall uninstall -c

インストールを削除してクリーンアッ
プを完了します。

注: Windows ではコマンドを実行した
あと、システムを再起動します。 

- uninstall -f

アレイのファームウェアをインストー
ルします。

Common Array Manager: 

「ストレージシステムの概要」
ページの「ファームウェアの
アップグレード」ボタン

-



 第 2 章 Common Array Manager ソフトウェアのインストール 13

2. Common Array Manager ホスト (Common Array Manager Installation CD かダウン
ロードしたファイルがあり、Common Array Manager をインストールするホスト) に 
telnet 接続します。

telnet n.n.n.n

3. ログインしたら、ユーザーを root に変更します。

$ su -

Password:

4. 次のように DISPLAY 変数を入力し、エクスポートします。

# DISPLAY=mgt_server.your_net:0.0; export DISPLAY

mgt_server.your_net は、telnet で接続するローカル端末の IP アドレスです。

5. 次のコマンドを入力し、使用しているローカル端末にリモート表示されるかどうかを
確認します。

/usr/openwin/bin/xclock

GUI を使用した Solaris OS を実行して
いるシステムへのインストール
ウィザードを使用して、Solaris 8、9、または 10 オペレーティングシステムを実行し
ている SPARC システム、または Solaris オペレーティングシステムを実行している 
x86/x64 システムに Common Array Manager ソフトウェアをインストールできま
す。

アレイインストールファイルおよびインストーラは、CD に圧縮された .bin ファイ
ルとして提供されています。

ホストにファイルの内容が展開されてからインストールが行われます。

注 – 続行する前に、9 ページの「インストール要件の確認」に示したすべての要件を
満たしていることを確認してください。

▼ ソフトウェアをインストールする (Solaris)

CD または Sun Software Download Center でダウンロードしたインストールファイ
ルからインストールできます。ダウンロードしたファイルからインストールする場
合、untar filename を実行してファイルを展開します。そのあとでディレクトリ
を Host_Software_5.1.0.xx に変更し、手順 3 からの手順に従います。
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1. root として Solaris OS の管理ホストにログインします。

2. Host Software Installation CD を管理ホストのドライブに挿入します。

圧縮されたインストールファイルがディレクトリウィンドウに表示されない場合は、
次の手順を実行します。

a. /cdrom/cdrom0 ディレクトリに移動します。

cd /cdrom/cdrom0

b. CD の内容を表示します。

ls -l

3. 製品とインストール手順に関する最新情報については、README.txt ファイルを確
認してください。

4. 圧縮されたインストールファイルの内容の展開を開始するには、次のコマンドを入力
します (または、ファイルマネージャを使用している場合は「RunMe」アイコンをク
リックします。

./RunMe.bin

ファイルはデフォルトのディレクトリ /var/opt/CommonArrayManager に展開され
ます。

Host_Software_5.1.0.xx ディレクトリは、デフォルトのディレクトリに展開さ
れます。展開プロセスには、2 ～ 3 分かかります。このディレクトリの内容は、次の
とおりです。

- bin/tools

- bin/iam

- bin/uninstall

- components/

- util/

ウィザードの画面が表示されない場合、またはエラーメッセージが表示される場合
は、9 ページの「インストール要件の確認」のホスト要件を満たしているかどうかを
再確認してください。

5. 「次へ」をクリックします。

インストールの概要情報が表示されます。
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6. 「次へ」をクリックして、ライセンス同意書の画面を表示します。
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7. ライセンス同意書に同意するラジオボタンをクリックしてから、「次へ」をクリック
して、ホストインストールに進みます。

8. インストールタイプの選択を求められたら、次の中から 1 つを実行します。

■ ソフトウェアパッケージの全内容をインストールする場合は、「標準」を選択し
て「次へ」をクリックします。

■ ソフトウェアを個別インストールする場合は、「カスタム」をクリックして「次
へ」をクリックします。

「カスタム」を選択すると、管理ソフトウェアまたはリモート CLI クライアント
のどちらをインストールするか、選択するよう求められます。
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9. 選択の確認を求められたら、確認し、「インストール」ボタンをクリックします。
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注 – ソフトウェアのインストール中に、インストール作業の重要な部分で進捗イン
ジケータが 0% を示すことがあります。これは標準的なインストール作業における、
通常の進捗表示です。

ホストインストールが完了すると、結果の表示画面が表示されます。



 第 2 章 Common Array Manager ソフトウェアのインストール 19

10. 「完了」をクリックします。

11. ドライブから CD を取り出します。

CLI を使用した Solaris OS を実行してい
るシステムへのインストール
CLI を使用して、Solaris 8、9、または 10 オペレーティングシステムを実行している 
SPARC システム、または Solaris オペレーティングシステムを実行している x86/x64 
システムに Common Array Manager ソフトウェアをインストールできます。

アレイインストールファイルおよびインストーラは、CD に圧縮された .bin ファイ
ルとして提供されています。

ホストにファイルの内容が展開されてからインストールが行われます。
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注 – 続行する前に、9 ページの「インストール要件の確認」に示したすべての要件を
満たしていることを確認してください。

▼ CLI を使用してソフトウェアをインストールする (Solaris)

CD または Sun Software Download Center でダウンロードしたインストールファイ
ルからインストールできます。ダウンロードしたファイルからインストールする場
合、untar filename を実行してファイルを展開します。そのあとでディレクトリ
を Host_Software_5.1.0.xx に変更し、手順 3 からの手順に従います。

1. root として Solaris OS の管理ホストにログインします。

2. Host Software Installation CD を管理ホストのドライブに挿入します。

圧縮されたインストールファイルがディレクトリウィンドウに表示されない場合は、
次の手順を実行します。

a. /cdrom/cdrom0 ディレクトリに移動します。

cd /cdrom/cdrom0

b. CD の内容を表示します。

ls -l

3. 製品とインストール手順に関する最新情報については、README.txt ファイルを確
認してください。

4. 圧縮されたインストールファイルの内容を展開するには、次のコマンドを入力しま
す。

RunMe.bin -c 

ファイルはデフォルトのディレクトリ /var/opt/CommonArrayManager に展開され
ます。

Host_Software_5.1.0.xx ディレクトリは、デフォルトのディレクトリに展開さ
れます。別のディレクトリを使用する場合は、次のコマンドを使用します。

RunMe.bin -c /path-to-new-directory

次のメッセージが表示されます。

Initializing InstallShield Wizard

Launching InstallShield Wizard

インストールファイルの展開を終えると、ホストソフトウェアインストーラが自動的
に起動され、ホストインストーラの初期プロンプトが表示されます。

5. ライセンス同意書に関するメッセージが表示されたら、同意書に合意し、Return 
キーを押します。
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6. インストールタイプの選択を求められたら、次の中から 1 つを実行します。

■ ソフトウェアパッケージの全内容をインストールする場合は、「標準」を選択し
ます。

■ ソフトウェアを個別インストールする場合は、「カスタム」を選択します。

「カスタム」を選択すると、管理ソフトウェアまたはリモート CLI クライアント
のどちらをインストールするか、選択するよう求められます。

注 – ソフトウェアのインストール中に、インストール作業の重要な部分で進捗イン
ジケータが 0% を示すことがあります。これは標準的なインストール作業における、
通常の進捗表示です。

インストールが完了すると、ホストソフトウェアのインストーラによって「インス
トールの概要」画面が表示されます。

7. Return キーを押して、インストールを完了します。

8. ドライブから CD を取り出します。

GUI を使用した Linux OS を実行してい
るシステムへのインストール
Red Hat または SUSE Linux オペレーティングシステムを実行しているホストシステ
ムに、Common Array Manager ソフトウェアをインストールできます。

アレイインストールファイルおよびインストーラは、CD に圧縮された .bin ファイ
ルとして提供されています。

ホストにファイルの内容が展開されてからインストールが行われます。

注 – 続行する前に、9 ページの「インストール要件の確認」に示したすべての要件を
満たしていることを確認してください。

▼ ソフトウェアをインストールする (Linux)

CD または Sun Software Download Center でダウンロードしたインストールファイ
ルからインストールできます。ダウンロードしたファイルからインストールする場
合、untar filename を実行してファイルを展開します。そのあとでディレクトリ
を Host_Software_5.1.0.xx に変更し、手順 3 からの手順に従います。

1. root として Linux OS の管理ホストにログインします。
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2. Host Software Installation CD を管理ホストのドライブに挿入します。

圧縮されたインストールファイルがディレクトリウィンドウに表示されない場合は、
次の手順を実行します。

a. /media/cdrom ディレクトリに移動します。

cd /media/cdrom

b. CD の内容を表示します。

ls -l

3. 製品とインストール手順に関する最新情報については、README.txt ファイルを確
認してください。

4. 圧縮されたインストールファイルの内容の展開を開始するには、次のコマンドを入力
します (または、ファイルマネージャを使用している場合は「RunMe」アイコンをク
リックします。

RunMe.bin

ファイルはデフォルトのディレクトリ /var/opt/CommonArrayManager に展開され
ます。

Host_Software_5.1.0.xx ディレクトリは、デフォルトのディレクトリに展開さ
れます。このディレクトリの内容は、次のとおりです。

- bin/tools

- bin/iam

- bin/uninstall

- components/

- util/

ウィザードの画面が表示されない場合、またはエラーメッセージが表示される場合
は、9 ページの「インストール要件の確認」のホスト要件を満たしているかどうかを
再確認してください。

5. 「次へ」をクリックします。

インストールの概要情報が表示されます。
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6. 「次へ」をクリックして、ライセンス同意書の画面を表示します。
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7. ライセンス同意書に同意するラジオボタンをクリックしてから、「次へ」をクリック
して、ホストインストールに進みます。

8. インストールタイプの選択を求められたら、次の中から 1 つを実行します。

■ ソフトウェアパッケージの全内容をインストールする場合は、「標準」を選択し
て「次へ」をクリックします。

■ ソフトウェアを個別インストールする場合は、「カスタム」をクリックして「次
へ」をクリックします。

「カスタム」を選択すると、管理ソフトウェアまたはリモート CLI クライアント
のどちらをインストールするか、選択するよう求められます。
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9. 選択の確認を求められたら、確認し、「インストール」ボタンをクリックします。
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注 – ソフトウェアのインストール中に、インストール作業の重要な部分で進捗イン
ジケータが 0% を示すことがあります。これは標準的なインストール作業における、
通常の進捗表示です。

インストールが完了すると、ホストソフトウェアのインストーラによって「インス
トールの概要」画面が表示されます。
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10. 「完了」をクリックします。

11. ドライブから CD を取り出します。

CLI を使用した Linux OS を実行してい
るシステムへのインストール
CLI を使用して、Red Hat または SUSE Linux オペレーティングシステムを実行して
いるホストシステムに Common Array Manager ソフトウェアをインストールできま
す。

アレイインストールファイルおよびインストーラは、CD に圧縮された .bin ファイ
ルとして提供されています。

ホストにファイルの内容が展開されてからインストールが行われます。
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注 – 続行する前に、9 ページの「インストール要件の確認」に示したすべての要件を
満たしていることを確認してください。

▼ CLI を使用して Linux OS にソフトウェアをインストールす
る

CD または Sun Software Download Center でダウンロードしたインストールファイ
ルからインストールできます。ダウンロードしたファイルからインストールする場
合、untar filename を実行してファイルを展開します。そのあとでディレクトリ
を Host_Software_5.1.0.xx に変更し、手順 3 からの手順に従います。

1. root として Linux OS の管理ホストにログインします。

2. Host Software Installation CD を管理ホストのドライブに挿入します。

圧縮されたインストールファイルがディレクトリウィンドウに表示されない場合は、
次の手順を実行します。

a. /media/cdrom ディレクトリに移動します。

cd /media/cdrom

b. CD の内容を表示します。

ls -l

3. 製品とインストール手順に関する最新情報については、README.txt ファイルを確
認してください。

4. 圧縮されたインストールファイルの内容を展開するには、次のコマンドを入力しま
す。

RunMe.bin -c 

ファイルは、デフォルトのディレクトリ
/var/opt/CommonArrayManager/Host_Software_5.1.0.xx に展開されます。

Host_Software_5.1.0.xx ディレクトリは、デフォルトのディレクトリに展開さ
れます。別のディレクトリを使用する場合は、次のコマンドを使用します。

RunMe.bin -c /path-to-new-directory

次のメッセージが表示されます。

Initializing InstallShield Wizard

Launching InstallShield Wizard

インストールファイルの展開を終えると、ホストソフトウェアインストーラが自動的
に起動され、ホストインストーラの初期プロンプトが表示されます。
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5. ライセンス同意書に関するメッセージが表示されたら、同意書に合意し、Return 
キーを押します。

6. インストールタイプの選択を求められたら、次の中から 1 つを実行します。

■ ソフトウェアパッケージの全内容をインストールする場合は、「標準」を選択し
ます。

■ ソフトウェアを個別インストールする場合は、「カスタム」を選択します。

「カスタム」を選択すると、管理ソフトウェアまたはリモート CLI クライアント
のどちらをインストールするか、選択するよう求められます。

注 – ソフトウェアのインストール中に、インストール作業の重要な部分で進捗イン
ジケータが 0% を示すことがあります。これは標準的なインストール作業における、
通常の進捗表示です。

インストールが完了すると、ホストソフトウェアのインストーラによって「インス
トールの概要」画面が表示されます。

7. Return キーを押して、インストールを完了します。

8. ドライブから CD を取り出します。

GUI を使用した Windows システムへの
インストール
ウィザードを使用して、Windows 2000、2003、または XP を実行しているシステム
に Common Array Manager ソフトウェアをインストールできます。Windows 
Installer 3.1 がすでにシステムにインストールされている必要があります。インス
トールされていない場合は、Microsoft Download サイトからダウンロードします。

管理ユーザーとして Windows システムにログインしている必要があります。
Windows の管理ユーザーの設定または、root ユーザーの設定についての詳細は、99 
ページの「管理者ユーザーの追加」を参照してください。

アレイインストールファイルおよびインストーラは、CD に圧縮されたファイルとし
て提供されています。

ホストにファイルの内容が展開されてからインストールが行われます。

注 – 続行する前に、9 ページの「インストール要件の確認」に示したすべての要件を
満たしていることを確認してください。



30 Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル • 2007 年 2 月

▼ ソフトウェアをインストールする (Windows)

1. Host Software Installation CD をローカルドライブに挿入します。

圧縮されたインストールファイルがディレクトリウィンドウに表示されない場合は、
CD ドライブをクリックします (例: D:)。

2. 圧縮されたインストールファイルの内容を展開するには、次のアイコンをダブルク
リックします。

RunMe

ファイルは、デフォルトのディレクトリパス <system drive>:\Sun\
CommonArrayManager\Host_Software_5.1.0.xx\bin に展開されます。ファイルの
展開が完了すると、ホストソフトウェアインストーラが自動的に起動します。

ウィザードの画面が表示されない場合、またはエラーメッセージが表示される場合
は、9 ページの「インストール要件の確認」のホスト要件を満たしているかどうかを
確認してください。

インストールの概要情報が表示されます。

3. 「次へ」をクリックして、ソフトウェアのインストールを開始します。

ライセンス同意書の画面が表示されます。
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4. ライセンス同意書に同意するラジオボタンをクリックしてから、「次へ」をクリック
して、ホストインストールに進みます。

5. インストールタイプの選択を求められたら、次の中から 1 つを実行します。

■ ソフトウェアパッケージの全内容をインストールする場合は、「標準」を選択し
て「次へ」をクリックします。

■ ソフトウェアを個別インストールする場合は、「カスタム」をクリックして「次
へ」をクリックします。

「カスタム」を選択すると、管理ソフトウェアまたはリモート CLI クライアント
のどちらをインストールするか、選択するよう求められます。
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6. 選択の確認を求められたら、確認し、「インストール」ボタンをクリックします。
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注 – ソフトウェアのインストール中に、インストール作業の重要な部分で進捗イン
ジケータが 0% を示すことがあります。これは標準的なインストール作業における、
通常の進捗表示です。

インストールが完了すると、結果の表示画面にインストールの状態が表示されます。
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7. 「完了」をクリックします。

8. ドライブから CD を取り出します。

9. Windows プラットフォームでは、インストールのあとで Windows ファイアウォール
を構成する必要があります。

ポート 6789 の例外を許可するように、Windows ファイアウォールを設定します。
ファイアウォールプログラムは、ファイアウォールを通して通信する新しいプログラ
ムを許可するかどうか同意を求め、プログラム側でポートを設定するものもありま
す。ファイアウォールを通してポートを開放する手順については、お使いのファイア
ウォールのマニュアルを参照してください。

CLI を使用した Windows システムへの
インストール
CLI を使用して、Windows 2000、2003、または XP を実行しているシステムに 
Common Array Manager ソフトウェアをインストールできます。
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アレイインストールファイルおよびインストーラは、CD に圧縮されたファイルとし
て提供されています。

ホストにファイルの内容が展開されてからインストールが行われます。

注 – 続行する前に、9 ページの「インストール要件の確認」に示したすべての要件を
満たしていることを確認してください。

▼ CLI を使用してソフトウェアをインストールする (Windows)

1. 管理者として Windows にログインします。

1. Host Software Installation CD をローカルドライブに挿入します。

圧縮されたインストールファイルがディレクトリウィンドウに表示されない場合は、
CD ドライブにアクセスします (例: D:)。

2. 製品とインストール手順に関する最新情報については、README.txt ファイルを確
認してください。

3. 圧縮されたインストールファイルの内容をデフォルトディレクトリに展開するには、
次のコマンドを入力します。

RunMe.bat -c 

次のメッセージが表示されます。

Initializing InstallShield Wizard

Launching InstallShield Wizard

ファイルはデフォルトのディレクトリ <system drive>:\Sun\
CommonArrayManager\Host_Software_5.1.0.xx に展開されます。

ファイルの展開が完了すると、ホストソフトウェアインストーラが自動的に起動しま
す。

4. ライセンス同意書に関するメッセージが表示されたら、同意書に合意し、Return 
キーを押します。

5. インストールタイプの選択を求められたら、次の中から 1 つを実行します。

■ ソフトウェアパッケージの全内容をインストールする場合は、「標準」を選択し
ます。

■ ソフトウェアを個別インストールする場合は、「カスタム」を選択します。

「カスタム」を選択すると、管理ソフトウェアまたはリモート CLI クライアント
のどちらをインストールするか、選択するよう求められます。
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注 – ソフトウェアのインストール中に、インストール作業の重要な部分で進捗イン
ジケータが 0% を示すことがあります。これは標準的なインストール作業における、
通常の進捗表示です。

インストールが完了すると、ホストソフトウェアのインストーラによって「インス
トールの概要」画面が表示されます。

6. Return キーを押します。

7. ドライブから CD を取り出します。

8. Windows プラットフォームでは、インストールのあとで Windows ファイアウォール
を構成する必要があります。

ポート 6789 の例外を許可するように、Windows ファイアウォールを設定します。
ファイアウォールプログラムは、ファイアウォールを通して通信する新しいプログラ
ムを許可するかどうか同意を求め、プログラム側でポートを設定するものもありま
す。ファイアウォールを通してポートを開放する手順については、お使いのファイア
ウォールのマニュアルを参照してください。

ソフトウェアのアンインストール
使用しているシステムから Common Array Manager を削除する必要がある場合、ア
ンインストールユーティリティーを使用します。

▼ GUI を使用して Solaris または Linux 上の管理ソ
フトウェアをアンインストールする

1. root として管理ホストにログインします。

2. ホストソフトウェアインストールファイルがあるディレクトリの下の bin ディレクト
リに移動します。

cd /var/opt/CommonArrayManager/Host_Software_5.1.0.xx/bin

3. アンインストールコマンドを実行します。

./uninstall

アンインストール GUI が開きます。
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4. 「次へ」をクリックします。

「選択内容の確認」画面が表示されます。
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5. アンインストールするソフトウェアを選択し、「アンインストール」ボタンをクリッ
クします。

アンインストールが完了すると、結果の表示画面が表示されます。
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6. 「完了」をクリックします。

▼ CLI を使用して Solaris または Linux 上の管理ソ
フトウェアをアンインストールする

1. root として管理ホストにログインします。

2. ホストソフトウェアインストールファイルがあるディレクトリの下の bin ディレクト
リに移動します。

cd /var/opt/CommonArrayManager/Host_Software_5.1.0.xx/bin

3. アンインストールコマンドを実行します。

./uninstall -c

4. インストールコンソールダイアログのプロンプトに従います。

何らかの理由でアンインストールが失敗したら、-f オプションを使用してアンインス
トールスクリプトを実行します。

./uninstall -f
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▼ Windows システム上の管理ソフトウェアをアン
インストールする

1. ホスト CD の bin ディレクトリに移動します。

<system drive>:\Sun\CommonArrayManager\Host_Software_5.1.0.xx\bin

2. uninstall.bat アイコンをクリックします。

コンソールモードでアンインストーラを実行するには、次のコマンドを入力します。
uninstall.bat -c

クリーンアップ (すべての関連ファイルを削除) するには、次のコマンドを入力しま
す。uninstall.bat -f

あるいは、「コントロールパネル」の「プログラムの追加と削除」を使用して 
Common Array Manager を削除することもできます。

3. Solaris または Linux のアンインストールの説明と同じように、アンインストール
ウィザードの手順に従います。

インストールのトラブルシューティング
Sun StorageTek Common Array Manager のブラウザまたは CLI プロンプトを使用し
て、インストールの検査を行えます。次の章の 43 ページの「管理ソフトウェアの起
動」で説明しています。

ブラウザでは、「バージョン」ボタンをクリックしてリリースのバージョン情報を確
認できます。

CLI プロンプトでは、次のように入力します。

sccs list magma-sw

インストールログの確認

インストールログの確認によって、インストールが成功したかどうかを確認すること
もできます。インストールログは、おもに開発者によるデバッグを目的としたもので
す。インストールログの最後までスクロールすると、インストールが成功したことを
示すメッセージまたは何らかのエラーメッセージがみられます。

エラーが発生している場合は、9 ページの「インストール要件の確認」の要件を確認
してください。また、インストールディレクトリ (11 ページの「各ファイルおよびロ
グの場所」を参照) の Readme.txt の最新情報も確認してから、再インストールして
ください。
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インストールログは、次の場所にあります。

■ Solaris の場合

/var/sadm/install/se6000

■ Linux の場合

/var/opt/cam/

■ Windows の場合

\Program Files\Common Files\Sun Microsystems\se6000 

Windows の場合は、インストールのあとにファイアウォールとレジストリを変更し
たかどうかも確認してください。

次の作業
これで、ブラウザインタフェースにログインし、アレイの検出、アレイファームウェ
アのアップグレード、アレイの設定を行えるようになりました。
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第 3 章

アレイの登録、アップグレード、初
期設定

この章では、管理ソフトウェアと、最初のログイン時に必要な手順の概要について説
明します。次の節で構成されています。

■ 43 ページの「管理ソフトウェアの起動」

■ 49 ページの「アレイの登録」

■ 54 ページの「アレイファームウェアのアップグレード」

■ 59 ページの「アレイの管理機能」

■ 63 ページの「サイトおよび連絡先の一般情報の設定」

■ 63 ページの「障害管理のための通知設定」

■ 65 ページの「ユーザーの追加と役割の割り当て」

■ 68 ページの「Sun Connection の設定」

■ 70 ページの「次の作業」

管理ソフトウェアの起動
Sun StorageTek Common Array Manager には、アレイの構成ソフトウェアおよび監
視ソフトウェアにアクセスするためのインタフェースが 2 つ用意されています。

■ リモートスクリプトコマンド行インタフェース (CLI)。帯域外管理ステーションか
ら対話形式でコマンドを実行したり、スクリプトを作成して、いくつかの管理作
業を自動化したりできます。

アクセス方法については、44 ページの「CLI を使用したログインとログアウト」
を参照してください。
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■ ブラウザインタフェース。サイトの LAN に接続されている任意の管理ホストで実
行できるグラフィカルユーザーインタフェースです。システムを構成、管理、監
視するための主インタフェースは、この Web を使ったブラウザインタフェースで
す。

アクセス方法については、45 ページの「ブラウザインタフェースを使用したログ
イン」を参照してください。

Common Array Manager でアレイを登録すると、そのアレイにインストールされ
ているファームウェアが解析されます。ホスト上のファームウェアが、アレイに
インストールされているファームウェアより新しい場合は、自動的にアレイの
ファームウェアがアップグレードされます。

CLI を使用したログインとログアウト

ここでは、CLI を使用してリモートホストにログインする方法とログアウトする方法
を説明します。このためには、遠隔から管理ソフトウェアステーションにログインす
るか、リモートホストで Solaris リモートクライアントを使用します。

1. CLI ディレクトリにアクセスします。

cd /opt/SUNWsesscs/cli/bin

注 – 必ず、パスに /opt/SUNWsesscs/cli/bin ディレクトリを追加してくださ
い。

2. 次のコマンドを入力してログインします。

% sscs login -h cam-hostname -u username

各表記の意味は次のとおりです。

■ cam-hostname は、ソフトウェアをインストールした管理ホストマシンです。

■ username は、管理ホストソフトウェアに定義されたユーザーの 1 つです。65 ペー
ジの「ユーザーの追加と役割の割り当て」を参照してください。

これで、ブラウザインタフェースで使用できるのと同じソフトウェア操作を実行でき
る CLI コマンドを使用できます。CLI コマンドに関する詳細情報は、次の場所にあ
ります。

■ Solaris の場合:  /opt/SUNWsesscs/cli/man にある sscs(1M) のマニュアル
ページを参照してください。

■ Linux の場合:  /opt/sun/cam/se6x20/cli/man/man1m/sscs.1m にある 
sscs(1M) のマニュアルページを参照してください。

■ Windows の場合:『Sun StorageTek Common Array Manager sscs(1M) CLI Quick 
Reference 』を参照してください。
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注 – sscs(1M) のマニュアルページにアクセスするには、MANPATH 変数を更新する
か、man コマンドで -m オプションを使用する必要があります。

3. 次のコマンドを入力してログアウトします。

# sscs logout

ブラウザインタフェースを使用したログイン

管理ソフトウェアは、ユーザー LAN に接続された任意のシステム上で起動できます。
ログインするには、OS で storage の役割またはグループを設定し、その役割またはグ
ループにユーザーを割り当てる必要があります。65 ページの「ユーザーの追加と役割
の割り当て」を参照してください。

1. サポートされている Web ブラウザを起動します。

注 – サポートされている Web ブラウザについては、『Sun StorageTek Common 
Array Manager ソフトウェアリリースノート』を参照してください。

2. 次の形式で管理ホストの IP アドレスを入力します。

https://cam-management-host:6789

cam-management-host は、Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアを
インストールしたホストの IP アドレスです。

「ログイン」ページが表示されます。
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3. ルートまたはストレージのユーザー名でログインします。

システム上で、ルートおよびストレージのユーザーが必要です。ユーザー名と役割に
ついての詳細は、65 ページの「ユーザーの追加と役割の割り当て」を参照してくださ
い。

Solaris および Linux では、root はソフトウェアをインストールしたマシン用にすで
に存在しています。

Windows では、Windows の管理者権限で root というユーザー名を作成する必要が
あります。Windows でのユーザーの追加と役割についての詳細は、99 ページの
「Windows へのユーザーの役割および新規ユーザーの追加」を参照してください。

4. 「ログイン」をクリックします。

「Java Web Console」ページが表示されます。

システムには、この時点でログインしています。

注 – 約 15 分の間何もしない状態が続くと、自動的に接続が終了します。
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5. 「Sun Java Web Console」ページの「ストレージ」セクションで「Sun StorageTek 
Common Array Manager」を選択します。

はじめてのインストール後、最初に Common Array Manager を開いたとき、「サイ
ト情報」ページが表示されます。

アスタリスク (*) で示された必須フィールドに入力し、「保存」をクリックします。

「サイト情報」ページを保存すると、あとに続くすべての Common Array Manager 
へのログインが「ストレージシステムの概要」ページに表示されます。最初は、「ス
トレージシステムの概要」ページには、アレイのない空白の状態で表示されます。
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ソフトウェアの操作方法またはオンラインヘルプの表示方法は、105 ページの「ブラ
ウザインタフェースの使用」を参照してください。

ここから、アレイの登録、アレイのファームウェアのアップグレード、アレイの命
名、アレイのパスワードの設定、システム時刻の設定、新規ユーザーの追加など、次
の項で説明する設定作業を実行できます。
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アレイの登録
アレイの管理ソフトウェアにはじめてログインしたときは、左側のナビゲーション区
画および「ストレージシステムの概要」ページの「ストレージシステム」を選択し
て、「登録」をクリックします。「ストレージシステムの登録」ウィザードが起動
し、次にあげる項目で説明しているように、未登録アレイのサブネットを検索する
か、手動でアレイを登録するかのいずれかを選択できます。

■ 49 ページの「アレイの検索と登録」

■ 53 ページの「アレイの登録解除」

登録ウィザードの最後に、初期インストール用にアレイのファームウェアをアップグ
レードできます。

アレイの検索と登録
登録ウィザードは、管理ホストと同じサブネット上にあるアレイを自動的に検出しま
す。また、アレイが管理ホストと同じサブネット上にない場合には、そのアレイを
ウィザードで示すことができます。

サブネット上のアレイの検索では、アレイ管理ソフトウェアがネットワーク上のデバ
イスをポーリングし、使用可能な新しいアレイがあるかどうかを検出している間、検
出プロセスにより完了した検出処理の割合 (%) が表示されます。検出が完了すると、
検出されたアレイの一覧が表示されます。

▼ アレイを登録する

1. 「ストレージシステム」をクリックします。

「ストレージシステムの概要」ページが表示されます。

2. 「登録」をクリックします。

「ストレージシステムの登録」ウィザードが表示されます。
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3. 「ストレージシステムの登録」ウィザードで、使用するストレージシステムの検出方
法を選択し、「次へ」をクリックします。

管理ソフトウェアは、サブネット上の登録されていないアレイを走査します。また、
ストレージシステムのサブネットの外にアレイがある場合は、そのアレイの特定の 
IP アドレスを指定できます。さらに、アレイのデフォルトパスワードを使用でき、
アレイのパスワードがすでに変更済みの場合は、そのパスワードを入力できます。

注 – アレイのパスワードの入力は必須ではありません。各アレイは、デフォルトで
はパスワードなしで出荷されます。このフィールドは、以前に管理されていた、パス
ワードが設定されているアレイを登録する場合にのみ使用します。アレイにパスワー
ドを割り当てる場合は、61 ページの「アレイのパスワードの設定」を参照してくだ
さい。

ウィザードが、1 つ以上の登録されていないアレイを検索し、「ストレージシステム
の概要」ページに追加します。次の図に「ストレージシステムの概要」ページの例を
示します。

注 – ソフトウェアが各アレイを検出するために、約 2 分かかります。
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4. 「次へ」をクリックします。

Common Array Manager から使用できるファームウェアのバージョン、および現在
アレイにインストールされているファームウェアのバージョンが、「アレイの解析」
ページに表示されます。ファームウェアに適用するソフトウェアの動作を選択しま
す。

■ 「すべてをアップグレード」

■ 「アップグレード、ディスク以外」

■ 「アップグレードしない」
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5. 「アクション」メニューからアップグレードの動作を選択し、「次へ」をクリックし
ます。

アクションの選択内容が「確認」ページに表示されます。

6. 選択内容を確認し、「完了」をクリックします。

登録、またはファームウェアのアップグレード (選択の場合) が完了すると、「結
果」ページに結果が表示されます。
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7. 「閉じる」をクリックすると、「結果」ページが閉じます。

アレイの登録解除

アレイを登録解除することによって、管理ソフトウェアからアレイを削除します。

▼ アレイを登録解除する

1. 「ストレージシステム」をクリックします。

「ストレージシステムの概要」ページが表示されます。

2. 登録済みアレイの一覧から削除するアレイの左側にあるチェックボックスを選択しま
す。

「削除」ボタンが使用可能になります。

3. 「削除」をクリックします。

「ストレージシステムの概要」からアレイが登録解除され削除されます。
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アレイファームウェアのアップグレード
次のいずれかの方法で、使用しているアレイのファームウェアをアップグレードでき
ます。

■ アレイの登録プロセスの一部として、ファームウェアのアップグレードを実行し
ます (新しいアレイの場合)。

次の方法で、アレイのファームウェアをあとで変更することもできます。

■ 「ストレージシステムの概要」ページの「ファームウェアのアップグレード」ボ
タンをクリックします (構成済みアレイの場合)。

Common Array Manager ソフトウェアをインストールする過程で、スクリプトによ
り管理ホスト上のディレクトリ (/var/sadm/swimages/) にアレイファームウェア
ファイルが保存されます。ファームウェアのアップグレード時に、ソフトウェアはア
レイにインストールされているファームウェアを解析します。ホスト上のファーム
ウェアの方が新しく、かつアップグレードすることが選択されると、ソフトウェアは
アレイファームウェアのアップグレードを行います。

注 – 最適な性能を得られるよう、すべてのアレイのファームウェアを現在のファー
ムウェアのベースラインレベルにすることをお勧めします。

▼ アレイのファームウェアをアップグレードする 

1. 「ストレージシステムの概要」ページで、アップグレードするアレイのチェックボッ
クスをクリックします。

「ファームウェアのアップグレード」ボタンが有効になります。



 第 3 章 アレイの登録、アップグレード、初期設定 55

2. 「ファームウェアのアップグレード」をクリックします。

「アレイのファームウェアの解析とアップグレード」ウィザードが起動されます。手
順 1 の「概要」が表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

手順 2 の「アレイの解析」が表示されます。



56 Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル • 2007 年 2 月



 第 3 章 アレイの登録、アップグレード、初期設定 57

4. 「アクション」フィールドでアップグレードの種類を指定し、「次へ」をクリックし
ます。

手順 2.1 でアレイのパスワードの妥当性が確認されます。

5. 「次へ」をクリックします。
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注意 – ファームウェアのアップグレードの前に、アレイのすべての管理操作を停止
してください。ディスクの入出力は休止させる必要があります。

6. 現在の選択内容を確認し、「完了」をクリックします。
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7. アップグレードが完了したら、「閉じる」をクリックします。

アレイの管理機能
基本的な操作を行うためにアレイを設定するには、次の節で説明している手順を実行
します。

■ 60 ページの「「管理」ページの表示」

■ 61 ページの「アレイのパスワードの設定」

■ 62 ページの「アレイの命名」

■ 62 ページの「ホットスペアドライブの作成」
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■ 62 ページの「システム時刻の設定」

「管理」ページには、構成を決定するそのほかの機能もあります。どのデフォルトの
設定についても、変更する前にはその詳細についてオンラインヘルプを参照してくだ
さい。

「管理」ページの表示

「管理」ページを開いて、アレイの管理機能を実行します。

▼ 「管理」ページを表示する

1. ナビゲーション区画で、ナビゲーションツリーを展開して作業するアレイをクリック
します。

ナビゲーションツリーが展開し、「管理」を含む選択したアレイの構成オプションが
表示されます。

2. 選択したアレイの下の「管理」をクリックします。

アレイの「管理」ページが表示されます。
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「管理」ページで変更を行なったあと、「保存」をクリックし変更を保存します。

アレイのパスワードの設定

新規の Sun StorageTek アレイは、パスワードフィールドが空白文字か空で出荷され
ます。セキュリティ上の理由から、初期設定を行う時にアレイパスワードを設定する
ことを推奨します。パスワードによって、ほかの管理ホストがアレイを構成するため
に許可なくアクセスするのを防ぐことができます。

▼ 新規アレイにパスワードを設定する 

1. 「管理」ページで、「パスワードの管理」をクリックします。

「パスワードの管理」ページが表示されます。

2. 「アレイのパスワードの変更」を選択します。

3. 旧パスワードのフィールドは空のままにします。

アレイのパスワードを設定する場合で、このフィールドが空のままでよいのはこのと
きだけです。

4. 最大 30 文字でアレイの新しいパスワードを入力します。
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5. パスワードを再入力して、新しいパスワードを確認します。

6. 「了解」をクリックします。

「管理」ページが表示されます。

管理ソフトウェアは、管理ホスト上のローカルパスワードとしてアレイのパスワード
の暗号化されたコピーを保存します。

アレイの命名

アレイには、それぞれをサブネット上で識別するための一意の名前が必要です。

▼ アレイに名前を付ける

「管理」ページの「名前」フィールドには、30 文字以内で一意の名前を入力しま
す。

ホットスペアドライブの作成

故障したディスクを交換するために、コントローラはホットスペアドライブを使用し
ます。アレイでストレージを実行する前に、ホットスペアを定義すると、より運用し
やすくなります。

▼ ホットスペアドライブを作成する

「管理」ページのドロップダウンメニューから、障害時に代替ディスク領域を提供し
てホットスペアドライブとなるドライブを選択します。この機能およびその他の詳細
構成機能についての情報は、オンラインヘルプを参照してください。

システム時刻の設定

ブラウザインタフェースのアレイの「管理」ページでは、システム時刻および日付を
更新することもできます。選択したアレイの時刻と日付を設定すると、その管理ソフ
トウェアで登録されたすべてのアレイの値が更新されます。

システム時刻と日付を更新する方法は、次のように 2 つあります。

■ 「サーバーと同期」をクリックして、アレイの時刻を管理ホストに同期させる

■ 手動で時刻を設定する
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▼ 時刻を手動で設定する

1. 「管理」ページで、「システム時刻」セクションまでスクロールします。

2. 現在の時間と分を 24 時間制で選択します。

3. 日付が正しくない場合は、月、日、年を現在の日付に変更します。

4. 「保存」をクリックして変更を保存します。

「管理」ページが再表示され、ページの上部に「成功」というメッセージが表示され
ます。

システムの設定後に使用可能な「管理」ページのフィールドとボタンについての詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

サイトおよび連絡先の一般情報の設定
「一般構成」ページには、アレイではなくサイトに関する情報が含まれ、「管理」
ページとは異なります。サイトに関する次の情報を入力します。

■ 会社名

■ 契約番号

■ サイト名

■ アドレス

■ 郵便宛先

■ 市、県/州、郵便番号、国

■ 連絡先名

■ 電話番号

■ 連絡先の電子メール

障害管理のための通知設定
Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアの障害管理機能を使用して、
アレイおよびストレージ環境を監視、診断することができます。次の方法で、アラー
ム通知を提供することができます。

■ 電子メール通知

■ SNMP (Simple Network Management Protocol) トラップ
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1. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「通知」を選択します。

「通知の設定」ページが表示されます。

図 3-1 電子メールによる障害通知の設定

2. ローカル電子メールを有効にします。

a. SMTP サーバーの名前を入力します。

このソフトウェアを実行しているホストで sendmail デーモンが実行されている
場合は、この必須フィールドで、デフォルトサーバーの localhost、またはこのホ
ストの名前を受け入れることができます。

b. 必要に応じて、その他のオプションのパラメータを指定します。

c. 任意のパラメータを変更または入力したら、「保存」をクリックします。

d. オプションで、「電子メールのテスト」をクリックして、テストメールを送信し
てローカル電子メールの設定をテストします。

フィールドに関するヘルプが必要な場合は、「ヘルプ」ボタンをクリックしてく
ださい。

3. ローカル電子メール通知の受信者を設定します。

a. 「管理」>「通知」>「電子メール」をクリックします。

「電子メール通知」ページが表示されます。
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b. 「新規」をクリックします。

「電子メール通知の追加」ページが表示されます。

c. ローカル通知用の電子メールアドレスを入力します。イベントを監視するには、
少なくとも 1 つのアドレスが必要です。特定の重要度、イベントタイプ、製品タ
イプに合わせて、電子メールをカスタマイズできます。

d. 「保存」をクリックします。

4. (省略可能) SNMP トラップによるエンタープライズ管理アプリケーションへのリ
モート通知を設定します。

a. プロバイダとして「SNMP」を選択します。

b. 「保存」をクリックします。

5. 任意の障害管理設定作業を行います。

■ 管理情報の確認。

■ エージェントの追加と有効化。

■ システムのタイムアウト設定の指定。

ユーザーの追加と役割の割り当て
基本的な操作を行うためにアレイを設定するには、次の節で説明している手順を実行
します。

■ 65 ページの「初期の管理の役割の使用」

■ 66 ページの「ユーザーへの役割の割り当て」

■ 67 ページの「Solaris または Linux で新規ユーザーを追加する」

■ 68 ページの「Windows で新規ユーザーを追加する」

初期の管理の役割の使用

アレイソフトウェアに最初にアクセスするときは、次にあげるように管理者としてサ
インオンします。

■ Solaris または Linux の場合、root。

■ Windows の場合、管理者ユーザー。

それから、ソフトウェアの各ユーザーに、storage または guest のユーザーの役割を
割り当てます。storage の役割のユーザーは、ストレージデバイスの構成とアレイの
管理に関係するすべてのソフトウェア機能を使用できます。



66 Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル • 2007 年 2 月

storage および guest 役割は、OS ソフトウェアを使用して、管理ホストに追加する必
要があります。Solaris OS の場合は、システム管理のマニュアルを参照してくださ
い。Windows の場合は、storage および guest 用のグループを追加し、それらのグ
ループにメンバーを追加します。Windows での役割の追加についての追加情報は、
99 ページの「Windows へのユーザーの役割および新規ユーザーの追加」を参照して
ください。

ユーザーへの役割の割り当て

ユーザーに割り当てられたユーザーの役割は、アレイの管理機能へのユーザーのアク
セスを決定します。表 3-1 は、有効なユーザー名とユーザーの役割の機能、およびそ
れぞれの要件を説明しています。

ベストプラクティス - ユーザーの役割と名前

1. 管理者の役割で設定します。

表 3-1 有効なユーザー名とユーザーの役割

ユーザーの役割
/グループ 説明 ユーザー名 必要なパスワード

storage (初期管
理者)

最初にほかのユーザーを追加す
るために、root または 管理者権
限を持つユーザー名を使用しま
す。storage ユーザーは、スト
レージデバイスの構成とアレイ
の管理に関係するすべてのソフ
トウェア機能を使用できます。

Solaris - root
Linux - root

Windows - Administrator ユー
ザー (セットアップを行う場合の 
root を含む)

管理ホストの root 
または管理者パス
ワード

storage storage ユーザーは、ストレージ
デバイスの構成とアレイの管理
に関係するすべてのソフトウェ
ア機能を使用できます。

管理ホストで有効な UNIX ユー
ザー

管理ホストでユー
ザーに割り当てら
れたパスワード

guest guest ユーザーは、読み取り専用
権限を持ち、情報の表示のみを
行えます。このユーザーが設定
や機能を変更することはできま
せん。

管理ホストで有効な UNIX ユー
ザー

管理ホストでユー
ザーに割り当てら
れたパスワード
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Solaris または UNIX の場合、デフォルトで root は、全権限を持つ storage の役割
を持ちます。ほかのユーザーを追加して、そのユーザーにユーザーの役割を割り
当てる前に、Linux または Solaris オペレーティングシステムの /etc/passwd 
ファイルまたは Network Information Server (NIS) にそのユーザー名を定義する
必要があります。

Windows では、すべての権限を持つ管理者の役割を設定できます。99 ページの
「Windows へのユーザーの役割および新規ユーザーの追加」で述べられているよ
うに、それを root と呼ぶこともできます。

2. 管理者権限の役割の使用を制限します。

管理ホストソフトウェアを実行しているサーバーのセキュリティを維持するため
に、root または管理者のユーザー名とパスワードは最初のログインにのみ使用し
ます。最初のログイン時に、storage のユーザーの役割を持つユーザーを最低 1 
つは作成してください。以降、ここで作成されたユーザーは、ユーザーの追加や
変更を含むすべての使用可能な管理機能を実行できます。

3. storage の役割を使用する複数のユーザー用の規則を作成します。

同じユーザー名の複数のインスタンスは、同時にログインできます。ただし、
storage ユーザーの役割を持つユーザーは書き込み権限を持つため、ログインし
た 1 人のユーザーによる変更が別のログインユーザーの変更を上書きする危険性
があることに注意してください。このため、変更を行えるユーザーとほかのユー
ザーへの通知方法に関するポリシーを作成することを推奨します。

▼ Solaris または Linux で新規ユーザーを追加する

1. 定義されたユーザーの一覧を表示するには、ナビゲーション区画で「一般構成」>
「ユーザー管理」を選択します。

「ユーザーの概要」ページが表示されます。

2. 新規ユーザーを追加するには、「追加」ボタンをクリックします。

「新規ユーザーの追加」ページが表示されます。
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3. 「ユーザー名」フィールドに有効なユーザー名を入力します。

このユーザー名は、/etc/passwd ファイルまたは NIS に定義されている必要があり
ます。

4. 「ユーザーの役割」一覧で、このユーザーに割り当てる役割を選択します。

ユーザーには、表 3-1 に示すいずれかのユーザーの役割を割り当てることができま
す。

5. 「了解」をクリックします。

「ユーザーの概要」ページに「成功」というメッセージが表示され、名前が一覧に追
加されます。

注 – 新しく追加したユーザーは、Linux または Solaris アカウントで使用するパス
ワードと同じパスワードを Sun Java Web Console に入力する必要があります。

▼ Windows で新規ユーザーを追加する

99 ページの「Windows へのユーザーの役割および新規ユーザーの追加」を参照して
ください。

Sun Connection の設定
Sun Connection は、デバイスの登録および障害イベントデータを Sun Microsystems 
のサービスデータベースに通知する、リモート通知サービスです。Common Array 
Manager は、管理するデバイスに代わり Sun Connection を有効にするインタフェー
スを提供します。また、これらのデバイスの障害イベントを Sun サービスのデータ
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ベースに通知する、障害計測も提供されます。サービスグループによって実現される
サービス提供に応じて、データを使用し、対象になるストレージデバイスの健全性と
パフォーマンスを監視したり、システムパフォーマンスを向上させたり、Sun サービ
スから重要な現場の問題に対してより迅速かつ正確に対応したりできます。

Common Array Manager から Sun Connection に登録する場合、Common Array 
Manager に登録されたすべてのデバイスは、Sun Connection に登録されます。

次の手順で、Sun Connection に登録します。

1. ナビゲーション区画で「一般構成」の下の「Sun Connection」を選択します。

「Sun Connection の構成」ページが表示されます。

2. Sun オンラインアカウント名とパスワードを該当するフィールドに入力します。Sun 
オンラインアカウントを取得していない場合は、「Sun オンラインアカウント登録」
をクリックすると登録できます。

3. 使用しているシステムのインターネット接続のタイプを指定します。次のいずれかを
選択します。

■ インターネットへのダイレクト接続
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■ プロキシサーバーを使用 - システムがプロキシを使用してインターネット接続して
いる場合、次の項目を指定する必要があります。

プロキシホスト名

プロキシポート

注 – コンピュータでネットワークプロキシを使用してインターネットに接続してい
る場合は、コンピュータのネットワークプロキシ設定で、これらのパラメータの値を
チェックします。

プロキシ認証が必要であれば、「プロキシ認証を有効」チェックボックスを
チェックします。また、次の項目を指定する必要もあります。

■ プロキシユーザー名

■ プロキシパスワード

4. 希望する「Sun Connection」サービスを選択します。次のどれかを選択します。

■ 障害レポート - ケース生成に有用なアラーム情報や、ほかのシステムのパフォーマ
ンスデータが Sun Service のデータベースへ転送されます。

■ 信頼性レポート - 信頼性調査のため、すべてのシステムイベントが Sun へ転送さ
れます。

これらのサービスは Common Array Manager で管理されているすべてのストレージ
システムに適用します。

5. これらのフィールドに必要な情報をすべて入力したら、「目的」を読み、「了解」ボ
タンをクリックします。

登録パラメータが保存され、「Sun Connection」に送付されます。

次の作業
これで、ストレージを構成するのに役立つ、基本的な事項を確認する準備ができまし
た。基本的事項についてすでに理解している場合は、77 ページの「ストレージの基
本構成」に進むことができます。
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第 4 章

ストレージ構成の計画

この章では、Sun StorageTek Common Array Manager のストレージ要素を紹介しま
す。次の節で構成されています。

■ 71 ページの「ストレージアレイの構成要素」

■ 72 ページの「ストレージドメインを使用したストレージのパーティション分割」

■ 75 ページの「ベストプラクティス - ストレージ構成」

この章で紹介する概念の詳細については、オンラインヘルプの関連する項目を参照し
てください。

ストレージアレイの構成要素
アレイ管理ソフトウェアは、物理的なストレージ要素と論理的なストレージ要素の両
方を構成します。ストレージアレイの構成要素は次のとおりです。

■ イニシエータ - ファイバチャネル (FC) ホストバスアダプタ (HBA) のポートで、ホ
ストがストレージアレイにアクセスできるようにします。イニシエータには、大
域的に一意の WWN (World Wide Name) が割り当てられます。

■ ホスト - アレイにデータを保存する 1 つ以上のイニシエータを持つデータホスト
またはサーバーです。個々のホストに対してボリュームと論理ユニット番号 
(LUN) 間マッピングを定義したり、ホストグループにホストを割り当てたりでき
ます。

■ ホストグループ - 同じボリュームへのアクセスを共有するホストの集合です。

■ ストレージドメイン - ストレージをパーティションに分割するために使用される論
理エンティティです。実際のアレイに従って必要なドメイン数のライセンスの購
入が必要です。

■ ストレージプロファイル - ストレージプールに定義された一群の特性です。事前に
定義されたプロファイル群から選択することも、新しくプロファイルを作成する
こともできます。
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■ ストレージプール - 共通の構成を定義したプロファイルを共有するボリュームの集
合です。

■ ボリューム - ストレージプールを分割したもので、仮想ディスクで構成され、環境
内のデータホストが使用するストレージ空間を表します。

■ ディスク - ランダムアドレス可能でデータの書き換えが可能な不揮発性のデータス
トレージデバイスです。物理ディスクは、ボリュームを作成するためのストレー
ジ領域のプールとして管理します。

■ 仮想ディスク - RAID (Redundant Array of Independent Disks) セットとも呼ば
れ、複数の物理ディスクの記憶領域の集合です。ストレージアレイは、仮想ディ
スクを実際のディスクであるかのように扱います。

■ トレイ - ディスクを収納している格納装置のことで、収納ディスク数はアレイに
よって異なります。

このマニュアルに記述されているストレージの基本構成要素に加えて、構成に高度な
上級機能を追加できます。これらの機能はライセンスの購入が必要です。次の上級機
能は、オンラインヘルプおよびユーザーマニュアルで説明されています。

■ スナップショット - ボリューム内のデータのコピーです。スナップショットを作成
するためにアレイをオフラインにする必要がないため、バックアップに代わる高
可用性の選択肢になります。スナップショットが使用する空間は、元のデータよ
りも小さくなります。

■ ボリュームコピー - 同じアレイ上の別のデータボリューム上に存在する、あるデー
タボリュームの全内容のコピーです。

■ 複製セット - 1 次ボリュームと 2 次ボリューム間の関連付けです。2 次ボリューム
には、1 次ボリューム上のデータの完全コピーが含まれます。データ複製ソフト
ウェアは、複製セット内のボリューム間でデータを連続的に複製します。

ストレージドメインを使用したストレー
ジのパーティション分割
ストレージドメイン (セットまたはストレージパーテイション) を使用すると、スト
レージをパーティションに分割し、特定のボリュームへのアクセスをホストまたはホ
ストグループに許可できます。データやベースサーバーなどのデータホストは、ホス
ト HBA にある物理ホストポート (またはイニシエータ) を通じてボリューム内にデー
タの保存を開始します。ボリュームと LUN 間マッピングを使用すると、ストレージ
アレイで特定のボリュームにアクセスできるホストまたはホストグループを指定でき
ます。



 第 4 章 ストレージ構成の計画 73

注 – LUN マッピング用のストレージドメインは、購入後にライセンスの起動が必要
です。(例外 - Sun StorageTek 6130 アレイには、起動時に使用できる、ライセンス不
要のストレージドメインが含まれます。) ライセンス不要のデフォルトドメインの役
割は、次の項で説明します。

ライセンス不要のデフォルトドメインの機能の制限は、次の項に記述されています。
特定のイニシエータを特定のボリュームにマップする場合は、ストレージドメイン用
の上級ライセンスの起動が必要です。通常、必要な上級ライセンスは、アレイを注文
した時に決定されます。

デフォルトドメイン

上級機能以外のデフォルトストレージドメインは、次に含まれています。

■ ボリュームに明示的にマップされていない、すべてのホストグループおよびホス
ト。

■ デフォルトのボリュームと LUN 間マッピングが割り当てられているすべてのボ
リューム。

■ すべてのマップされていない、自動検出されるイニシエータ。

デフォルトストレージドメイン内のボリュームには、ストレージドメイン内にあるす
べてのホスト、およびホストグループがアクセスできます。

注 – デフォルトドメインのみを使用する場合、プロファイル、プール、イニシエー
タ、ホストグループ、LUN マッピング、および仮想ディスクなど、ソフトウェア機
能の設定はできません。

上級ストレージドメイン

上級ストレージドメインは、ストレージアレイで特定のボリュームにアクセスするホ
ストまたはホストグループを指定できるように、ボリュームと論理ユニット番号 
(LUN) 間マッピングを定義します。ストレージドメインは、選択されたホストまた
はホストグループだけが、割り当てられた LUN を通じて特定のボリュームにアクセ
スできるように設定します。

ストレージドメインが、ホストグループにマッピングされるボリュームで構成されて
いる場合、ストレージボリュームへのアクセスを共有する異なるオペレーティングシ
ステムのホスト (異機種環境のホスト) を有効にできます。ホストグループ内のホス
トは、異なるボリュームに別々にマッピングできます。
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ストレージドメインは、最大 256 個のボリュームで構成できます。ボリュームは 1 つ
のストレージドメインおよび 0 から 255 個までの各 LUN に含まれ、一度に １ つの
ストレージドメインだけを使用できます。

注: すべてのオペレーティングシステムが 256 個までの LUN ID をサポートしている
わけではありません。詳細については、使用しているオペレーティングシステムのマ
ニュアルを参照してください。

図 4-1 に、ストレージドメインを使用してストレージをパーティションに分割する方
法を示します。この図は、3 つのストレージドメイン、ストレージドメイン 1、スト
レージドメイン 2、およびストレージドメイン 3 で構成されたストレージアレイを示
しています。

図 4-1 ドメイン 3 つ、データホスト 4 つの構成のストレージアレイ

ストレージドメイン 1 は、ホストグループ X にマッピングされる 2 つのボリュー
ム、Marketing および Sales で構成されます。ホストグループ X には 2 つのホスト、
ホスト A およびホスト B が含まれます。ホストグループ X 内のホスト A およびホス
ト B に関連付けられたすべてのイニシエータは、LUN ID 1 によってボリューム 
Marketing にアクセスし、LUN ID 2 によってボリューム Sales にアクセスします。

ストレージドメイン 2 はホストグループ Y にマッピングされる 1 つのボリューム、
Engineering で構成されます。ホストグループ Y には 2 つのホスト、ホスト C およ
びホスト D が含まれます。ホストグループ Y 内のすべてのホストに関連付けられて
いるため、ホスト C およびホスト D に関連付けられたすべてのイニシエータは、
LUN ID 1 によってボリューム Engineering にアクセスできます。
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ストレージドメイン 3 は、ホスト D にマッピングされる 1 つのボリューム Test で構
成されます。ホスト D に関連付けられたすべてのイニシエータは、LUN ID 2 によっ
てボリューム Test にアクセスできます。ホスト D はホストグループ Y のメンバーで
あることに注意してください。ただし、ボリューム Test は、ホストグループ Y では
なくホスト D に直接マッピングされているため、ホスト D はボリューム Test にアク
セスできるホストグループ Y の唯一のメンバーです。

注 – LUN ID は、ストレージドメイン内で一意である必要があります。

ストレージドメインと LUN マッピングの詳細については、オンラインヘルプを参照
してください。

ベストプラクティス - ストレージ構成
ストレージアレイを構成する場合は、ボリュームに対して合計ストレージ容量を編成
し、割り当て、データホスト間でボリュームを共有する方法を決定する必要がありま
す。ストレージの構成を計画する際には、サイトに対する次の要件を検討することが
重要です。

■ パフォーマンス要件 - 異なる特性を持つ定義済みストレージプロファイルを選択し
たり、カスタムプロファイルを作成することで、入出力活動を最適化できます。

■ アクセス要件 - ストレージドメインを使用して、特定のホストだけがボリュームに
アクセスできるようにストレージを編成し、割り当てることができます。スト
レージドメイン内のボリュームには、同じストレージドメイン内にあるホストと
ホストグループだけがアクセスできます。ストレージドメインは、個々のホスト
またはホストグループに関連付けることができます。

■ 冗長性とパフォーマンスの組み合わせ - パフォーマンスと冗長性の両方を最大にす
るには、RAID レベルの組み合わせが必要です。RAID 0 が提供するデータストラ
イピングは、ディスクアレイで高いレベルのパフォーマンスを実現するコスト効
率のよい方法です。また、RAID 1 が提供するデータのミラー化では、データの複
数のコピーを持つことができるので、冗長性を持たせるための最善の方法といえ
ます。RAID 1 と RAID 0 を組み合わせることで、両方の特徴を利用できます。

ディスクのミラー化とディスクストライピングを組み合わせるには、RAID 1 を 2 
つ以上のドライブで構成します。ファームウェアによって自動的に RAID 1+0 仮
想ディスクが作成されます。

■ ストレージのデフォルト - デフォルトのストレージプロファイル、ストレージプー
ル、およびストレージドメインは、次のように構成されます。

■ デフォルトのストレージプロファイルは、RAID-5 レベル、デフォルトのセグ
メントサイズ、先読み有効のモード、FC ディスクタイプ、および可変数のドラ
イブに関連付けられたボリュームを構成します。
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■ デフォルトのストレージプールは、デフォルトプロファイル (RAID-5) を使用
し、ストレージプロファイルによって定義される同じストレージ特性ですべて
のボリュームをグループ化します。

■ デフォルトのドメインには制限がなく、すべてのホストおよびホストグループ
は同じボリュームへのアクセスを共有できます。特定のホストからボリューム
へのアクセスを制限する場合は、デフォルトのドメインではなく、ストレージ
ドメインを使用する必要があります。

■ プロファイルとプールの使用 - 構成を計画して、使用するストレージプロファイル
とストレージプールを決定する必要があります。詳細は、オンラインヘルプの
「ボリュームの計画」および「関連項目」を参照してください。
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第 5 章

ストレージの基本構成

この節では、アレイ上で基本的なストレージを構成する方法について説明します。次
の手順に従って説明します。

■ 77 ページの「上級機能の有効化」

■ 78 ページの「ストレージの基本構成」

■ 79 ページの「「新規ボリューム」ウィザードを使用する前のストレージの計画」

■ 84 ページの「「新規ボリューム」ウィザードを使用したボリュームの作成とマッ
ピング」

この章で紹介する構成の詳細については、オンラインヘルプの関連する項目を参照し
てください。

注 – ストレージを構成する前に、71 ページの「ストレージ構成の計画」で説明され
ている概念を理解していることを確認してください。

上級機能の有効化
上級サービスを購入するとライセンス証明書が発行され、その証明書に、Sun 
Licensing Center からライセンス情報を入手する方法が記載されています。

Sun StorageTek Common Array Manager で使用できる上級機能には、次の機能があ
ります。

■ ストレージドメイン

■ ボリュームコピー

■ ボリュームスナップショット
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■ データ複製

ライセンスキーの情報については、ライセンス証明書および Sun License Center を参
照してください。各地域の Sun License Center の電話番号については、
http://www.sun.com/licensing を参照してください。

注 – パーティションに分割するストレージドメインライセンスの追加。
デフォルトドメイン以外の、パーティションで分割するストレージドメインを作成す
る場合は、ストレージドメインのライセンスを起動しなければなりません。

▼ ライセンスを追加して上級機能を有効にする

1. 「Sun StorageTek Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画と「ストレージシステムの概要」ページが表示されます。

2. ナビゲーション区画で、ライセンス情報を表示するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開して「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「ライセンスを追加」をクリックします。

「ライセンスの追加」ページが表示されます。

5. 追加するライセンスのタイプを選択し、Sun から提供されたバージョン番号および
キーダイジェストを指定します。

6. 「了解」をクリックします。

ストレージの基本構成
ここでは、ストレージの構成についてのガイドを示します。

「ボリュームの概要」ページから使用可能な「新規ボリューム」ウィザードは、ボ
リュームおよびそのほかの基本的なストレージ構成を作成する手順の案内をします。

注 – デフォルトドメインのみを使用していて、ストレージドメイン上級機能を起動
していない場合は、ドメイン内のすべてのホストがボリュームにアクセスしており、
ウィザードでデフォルトドメインのストレージ特性を変更することはできません。

ボリュームの作成時に、ウィザードは次の情報の入力または選択を要求します。
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■ ボリュームの名前と容量

■ ストレージプロファイルに関連付けるストレージプール。

新しいプールを作成しているのでなければ、使用可能なのは、デフォルトの RAID 
5 のプロファイルのデフォルトプールだけです。

■ 仮想ディスクを作成するモード (自動またはその他のオプション)

■ (オプション) ボリュームからホストまたはホストグループへのマッピングおよび
ストレージをパーティション分割するための LUN。

デフォルトドメインにマップすることもできます。

84 ページの「「新規ボリューム」ウィザードを使用したボリュームの作成とマッピ
ング」の「新規ボリューム」ウィザードを始める前に、デフォルト以外のストレージ
要素を構成するかどうかを決定するために次の節を読んでください。構成する場合
は、「新規ボリューム」ウィザードを開始する前に、またはウィザードの途中で必要
に応じて別のブラウザウィンドウを開いて、要素を構成することができます。

「新規ボリューム」ウィザードを使用す
る前のストレージの計画
ボリュームを作成する前に、ストレージの割り当て計画を立てておくことをお勧めし
ます。この節では、「新規ボリューム」ウィザードを使用する前に、次の項目の作業
を行う必要があるかどうかについて説明します。

■ 80 ページの「追加のプロファイルの選択」

■ 81 ページの「ストレージプールの作成」

■ 82 ページの「ホストおよびホストグループの作成」

■ 83 ページの「ホストに割り当てるイニシエータの作成」

「新規ボリューム」ウィザードを使用する前に、次のことを確認します。

■ デフォルトプールおよびその RAID 5 プロファイルに、デフォルトの RAID 特性
を定義するかどうか。

その場合は、ウィザードでデフォルトを選択できます。

そうでない場合は、81 ページの「ストレージプールの作成」の説明に従って新し
いプールを定義し、80 ページの「追加のプロファイルの選択」の説明に従ってそ
れを事前定義のプロファイルまたは新しいプロファイルに割り当ててください。

■ ストレージドメインでストレージをパーティション分割するかどうか。
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その場合は、77 ページの「上級機能の有効化」の説明に従ってドメインのライセ
ンスを起動してください。次に、82 ページの「ホストおよびホストグループの作
成」の説明に従って、「新規ボリューム」ウィザードの前またはあとでホストま
たはホストグループを定義する必要があります。これを行わない場合、デフォル
トのドメインを使用することになります。

■ ボリューム間、ホスト間、ホストグループ間で、イニシエータからストレージ容
量を構成する方法。

追加のプロファイルの選択

StorageTek Common Array Manager ソフトウェアには、ほとんどのストレージ構成
要件を満たす複数のストレージプロファイルが用意されています。デフォルトでは、
「新規ボリューム」ウィザードで、RAID 5 特性のデフォルトプロファイルのデフォ
ルトプールを選択できます。

プロファイルは、プールから選択されます。デフォルトのプロファイルがパフォーマ
ンス要件を満たさない場合は、「新規ボリューム」ウィザードを開始する前に、プー
ルを作成するか、その他の定義済みプロファイルの 1 つを選択できます。あるいは、
カスタムプロファイルを作成することもできます。

▼ 定義済みのストレージプロファイルを表示する

1. 「Sun StorageTek Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画と「ストレージシステムの概要」ページが表示されます。

2. ナビゲーション区画で、操作するアレイを展開し、「プロファイル」を選択します。

「ストレージプロファイルの概要」ページが表示されます。

表 5-1 に、定義済みストレージプロファイルの特性を示します。

表 5-1 定義済みのストレージプロファイル 

名前 RAID レベル
セグメント
サイズ 先読みモード

ドライブ
タイプ

ドライブ
数

Default RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

High_Capacity_Computing RAID-5 512K バイト 有効 SATA 可変

High_Performance_Computing RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Mail_Spooling RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

NFS_Mirroring RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

NFS_Striping RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Oracle_DSS RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変
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3. ストレージ要件に合うプロファイルを選択します。

ストレージプールの作成時に、ストレージプロファイルの名前があとで必要になりま
す。

注 – カスタムプロファイルを作成する場合は、「ストレージプロファイルの概要」
ページで「新規」をクリックします。フィールドに関する情報が必要な場合は、「ヘ
ルプ」をクリックしてください。

ストレージプールの作成

ストレージプールとは、構成が同じボリュームの集合です。デフォルトでは、RAID 
5 特性のデフォルトプロファイルを持つプールを選択できます。新しいプールを作成
して、それにほかのプロファイルを割り当てることができます。

▼ ストレージプールを作成する

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイの「プール」を選択します。

「ストレージプールの概要」ページが表示されます。

2. 「新規」をクリックします。

「新規ストレージプールの作成」ページが表示されます。

3. 最大 30 文字を使用して、新しいストレージプールの名前を入力します。

4. 新しいストレージプールの説明を入力します。

Oracle_OLTP RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Oracle_OLTP_HA RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

Random_1 RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

Sequential RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Sybase_DSS RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Sybase_OLTP RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Sybase_OLTP HA RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

表 5-1 定義済みのストレージプロファイル  (続き)

名前 RAID レベル
セグメント
サイズ 先読みモード

ドライブ
タイプ

ドライブ
数
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5. デフォルトのストレージプロファイルまたはストレージ要件を満たす別の定義済みス
トレージプロファイルを選択します。

定義済みストレージプールの特性については、表 5-1 を参照してください。

6. 「了解」をクリックします。

新しいストレージプールが「ストレージプールの概要」ページに表示されます。

ホストおよびホストグループの作成

デフォルトでは、ほかにホストまたはホストグループが作成されていない場合、「新
規ボリューム」ウィザードは、デフォルトのストレージドメインを割り当てます。

ほとんどのストレージユーザーは、追加のストレージドメインや、ストレージをパー
ティション分割するためのホストグループを作成することになるでしょう。一般的
に、同じストレージ特性を共有するホストを、ボリュームアクセスを共有できるよう
グループ化してホストグループを作成します。

LUN を持つホストグループまたは個々のホストにボリュームをマッピングできま
す。

ホスト、およびホストグループは、「新規ボリューム」ウィザードの実行前または実
行後に作成できます。(その後、各ホスト用のイニシエータを構成するために「新規
ボリューム」ウィザードと同じ手順を手動で完了させなければならない場合は、必要
に応じてホストをホストグループに割り当てて、ボリューム-LUN 間マッピングを完
了してください。)

多数のホストを作成する場合は、はじめにホストを作成してから、ホストグループに
そのホストを追加するほうが簡単です。

注 – LUN のマッピングには、ストレージドメインのライセンスが必要です。スト
レージドメインのライセンスがない場合は、ホストやホストグループは作成できます
が、それらをマッピングすることはできません。

▼ ホストを作成する

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイの「物理デバイス」を展開して、「ホスト」
を選択します。

「ホストの概要」ページが表示されます。

2. 「新規」をクリックします。

「新規ホストの作成」ページが表示されます。

3. 最大 30 文字を使用して、新しいホストの名前を入力します。

ネットワーク上でそのデータホストを認識できる名前を使用してください。
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4. (省略可能) ホストグループがすでに作成されている場合は、新規ホストをホストグ
ループに直接割り当てることができます。

5. 「了解」をクリックします。

ホストが作成され、「ホストの概要」ページに追加されます。

▼ ホストグループを作成する

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイの「物理デバイス」>「ホストグループ」を
選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

2. 「新規」をクリックします。

「新規ホストグループ」ページが表示されます。

3. 最大 30 文字を使用して、新しいホストグループの名前を入力します。

4. グループに追加する、使用可能なホストの名前をダブルクリックします。「すべてを
選択」または「すべてを削除」をクリックして、すべての使用可能なホストを追加ま
たは削除することもできます。

5. 「了解」をクリックします。

新しいホストグループが作成され、「ホストグループの概要」ページに追加されま
す。

ホストに割り当てるイニシエータの作成

データホストまたはホストグループからデフォルト以外のストレージを利用できるよ
うにするには、イニシエータを作成して、ホストに関連付けます。イニシエータと
は、データホストにインストールされた HBA の一意の WWN によって識別される 
FC ポートです。

▼ イニシエータを作成してホストに割り当てる

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイの「物理デバイス」>「イニシエータ」を選
択します。

「イニシエータの概要」ページが表示されます。

2. 「新規」をクリックします。

「新規イニシエータ」ページが表示されます。

3. 最大 30 文字を使用して、新しいイニシエータの名前を入力します。
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4. イニシエータの新しい WWN を指定するか、割り当てられていない WWN のドロッ
プダウンリストから既存の WWN を選択します。

新しい WWN を指定する場合、16 文字の 16 進数 WWN の区切りコロン (:) はオプ
ションです。

5. 新しいイニシエータのホスト名を選択します。

6. 新しいイニシエータのホストタイプを選択します。

7. 「了解」をクリックします。

「イニシエータの概要」ページに、新しいイニシエータの名前、ホスト名、ホストタ
イプ、および WWN が表示されます。

「新規ボリューム」ウィザードを使用し
たボリュームの作成とマッピング
ボリュームとは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデー
タを保存できる「コンテナ」です。ボリュームは、ストレージプールの一部である仮
想ディスクから作成されます。選択に基づいて、アレイは異なるディスクからスト
レージを自動的に割り当て、ボリュームの構成要件を満たします。

79 ページの「「新規ボリューム」ウィザードを使用する前のストレージの計画」で
説明しているように、デフォルトがストレージ要求に一致しない場合は、ウィザード
の前またはウィザード実行中に、新規のプロファイル、プール、ホスト、ホストグ
ループ、またはイニシエータの作成することがあります。

始める準備ができたら、「新規ボリューム」ウィザードを使用し、順を追ってボ
リュームを作成できます。

▼ 「新規ボリューム」ウィザードを使用してボリュームを作成
する

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイの「ボリューム」を選択します。

「ボリュームの概要」ページが表示されます。

2. 「新規」をクリックします。

「新規ボリューム」ウィザードが表示されます。
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注 – 初期インストール後に、新しい仮想ディスクボリューム用の十分なディスク容
量がない場合、または選択したプロファイルに一致する既存の仮想ディスクがない場
合、「新規」は選択できません。

3. ボリュームの名前と容量を入力し、関連付けるストレージプールを選択します。

■ 選択するストレージプールは、ボリュームのストレージ特性を決定するストレー
ジプロファイルに関連付けられます。

■ 新しいプールを作成するまでは、表示されるのはデフォルトの RAID 5 プロファイ
ルのデフォルトプールだけです。

■ ボリューム名には、最大 30 文字を使用できます。

■ ボリューム容量は、使用する仮想ディスク容量と同じです。

4. 「次へ」をクリックします。

仮想ディスクの選択方法を選択するよう求められます。

5. 仮想ディスクの作成で使用する方法を選択します。

■ 自動 - プロファイルに基づいて使用される物理ディスクが自動的に割り当てられま
す。

■ 既存の仮想ディスクにボリュームを作成 - ウィザードの手順に従って、仮想ディス
クを選択します。

■ 新しい仮想ディスクにボリュームを作成 - ウィザードの手順に従って、ディスクを
指定します。

6. 以降、ウィザードの手順に従って、仮想ディスクを構成します。

ボリュームからホストまたはホストグループへのマッピングおよび LUN の選択が求
められます。ホストまたはホストグループを作成していない場合は、表示されるのは
デフォルトのストレージドメインだけです。新しいホストやホストグループへのマッ
ピングはあとで行います。

7. ホストまたはホストグループを選択し、LUN 番号を選択します。

「完了」をクリックすると、新しいボリュームが「ボリュームの概要」ページに表示
されます。

ボリュームおよびデフォルトドメインまたはストレージドメ
インのパーティション分割について

「新規ボリューム」ウィザードの完了後、ボリュームは次のドメイン属すことになり
ます。

■ ストレージドメイン上級機能を起動していない場合、デフォルトドメイン。

ホストはすべてボリュームへのアクセスを持ち、ドメイン内のストレージ特性を
変更することはできません。
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■ パーティション分割され、プロファイルなどのストレージ特性を定義できるスト
レージドメイン。
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付録 A

構成ワークシート

この付録のワークシートを利用して、Sun StorageTek Common Array Manager ソフ
トウェアで管理するアレイとデータホストの構成に必要な情報を効果的に収集してく
ださい。次の 2 つのワークシートが用意されています。

■ 88 ページの「Sun StorageTek Common Array Manager 構成ワークシート」

■ 89 ページの「Sun StorageTek Common Array Manager データホスト情報」
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表 A-2 に、アレイを構成するために収集する必要がある情報の一覧を示します。

表 A-1 Sun StorageTek Common Array Manager 構成ワークシート

コントローラ A の MAC アドレス :

コントローラ B の MAC アドレス :

コントローラ A、Ethernet ポート 1
 の IP アドレス :

コントローラ B、Ethernet ポート 1
 の IP アドレス :

管理ホストの IP アドレス :

ネットワークマスク :

ネームサーバーのドメイン名 :

ドメインネームサーバー (DNS) の
IP アドレス :

ゲートウェイの IP アドレス :

電子メールの通知先アドレス :

メモ :



付録 A 構成ワークシート 89

表 A-2 に、Sun StorageTek Common Array Manager に接続する各データホスト用に収
集する必要がある情報の一覧を示します。

表 A-2 Sun StorageTek Common Array Manager データホスト情報

ホスト名 :

ベンダー :

モデル :

オペレーティングシス
テム :

パッチ / サービスパッ
ク :

HBA の数 :

HBA の World Wide
Name (WWN):

HBA モデル :

HBA ドライバ :

メモ :



90  Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル • 2007 年 2 月



 91

付録 B

アレイコントローラの IP アドレス
の設定

ローカル管理ホストとアレイコントローラ間に帯域外の Ethernet 接続を行うには、
管理ホストとアレイコントローラに有効な IP アドレスを設定する必要があります。
IP アドレスを追加する方法には、次の 3 つがあります。

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) を使用して、動的に IP アドレスを
割り当てる

■ シリアルポートを使用して、静的 IP アドレスを割り当てる

■ Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアを使用して、静的 IP アド
レスを割り当てる

最初の 2 つの方法は、アレイの設置マニュアルで説明しています。

この付録では、Common Array Manager ソフトウェアを使用して、デフォルトの内
部 IP アドレスの代わりに静的 IP アドレスを割り当てる方法を説明します。次の節で
構成されています。

■ 91 ページの「概要」

■ 92 ページの「管理ホストとアレイコントローラ間の一時的な IP 接続の確立」

■ 95 ページの「コントローラへの静的 IP アドレスの割り当て」

■ 97 ページの「管理ホストの IP 設定の復元」

概要
各アレイコントローラの Ethernet ポート 1 に特定の IP アドレスを割り当てるには、
静的 IP アドレスを使用します。静的 IP アドレスは、変更または修正されるまで有効
です。
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注 – Sun StorageTek 2500 シリーズなどのアレイモジュールは、コントローラに 
Ethernet ポートを 1 つだけ保有します。この場合、「Ethernet Port 1」はシングル
ポートです。

Sun アレイコントローラは、次のデフォルト IP アドレスで出荷されます。

■ コントローラ A の Ethernet ポート 1 には、IP アドレス 192.168.128.101 が割
り当てられます。

■ コントローラ B の Ethernet ポート 1 には、IP アドレス 192.168.128.102 が割
り当てられます。

表 B-1 に、コントローラの IP アドレスの構成作業を示します。

管理ホストとアレイコントローラ間の一
時的な IP 接続の確立
コントローラに IP アドレスを割り当てるには、管理ホストと各コントローラの 
Ethernet ポートの間に、一時的な IP 接続を確立する必要があります。

これを行うには、管理ホストとコントローラの Ethernet ポートが物理的に Ethernet 
に接続されている方法と、管理ホストの Ethernet インタフェースの可用性によっ
て、2 つの方法があります。

一時的な IP 接続を確立する 2 つの方法は、次のとおりです。

■ コントローラの Ethernet ポートのデフォルトの IP アドレス (192.168.128.100 
など) と同じサブネットにある管理ホストの Ethernet インタフェースに、一時的
な IP アドレスを割り当てる。

この方法は、次のような条件の場合に使用します。

表 B-1 IP アドレスの構成作業

手順 作業 参照先

1 管理ホストとアレイコントローラ間の一時的な 
IP 接続の確立

92 ページの「管理ホストとアレ
イコントローラ間の一時的な IP 
接続の確立」

2 コントローラへの静的 IP アドレスの割り当て 95 ページの「コントローラへの
静的 IP アドレスの割り当て」

3 元のホストの IP 構成を復元 97 ページの「管理ホストの IP 設
定の復元」
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■ 管理ホストに使用可能な Ethernet インタフェースがあるか、管理ホストの 
Ethernet インタフェースの IP アドレスを一時的に再割り当てが可能である。

■ Ethernet クロスオーバーケーブルを使用して各コントローラの Ethernet ポート 
1 を管理ホストの Ethernet インタフェースに直接接続することが可能である
か、各コントローラの Ethernet ポート 1 と管理ホストの Ethernet インタ
フェースが同じ Ethernet ハブに接続されている。

管理ホストで Ethernet インタフェースの IP アドレスを変更する方法については、
93 ページの「管理ホストの IP アドレスの設定」を参照してください。

■ 管理ホストに一時的な仮想サブネットを作成する。

管理ホストの Ethernet インタフェースが使用できない場合や、各コントローラの 
Ethernet ポート 1 が、ローカルエリアネットワーク (LAN) 上で管理ホストのサブ
ネットとは異なるサブネットに接続されている場合は、この方法を使用します。

管理ホストで一時的な仮想サブネットを作成する方法については、94 ページの
「管理ホストでの一時的な仮想サブネットの作成」を参照してください。

管理ホストの IP アドレスの設定 
アレイの IP アドレスを設定するには、一時的に管理ホストの IP アドレスを変更する
必要がある場合があります。

ホストの IP アドレスの設定に使用する方法は、使用しているプラットフォームに
よって異なります。プラットフォームによって、次の項目のいずれかの手順に従いま
す。

■ 93 ページの「Solaris または Linux オペレーティングシステムの管理ホストで IP 
アドレスを構成する」

■ 93 ページの「Windows 2000 Advanced Server で IP アドレスを構成する」

■ 94 ページの「Windows Server 2003 で IP アドレスを構成する」

▼ Solaris または Linux オペレーティングシステムの管理ホス
トで IP アドレスを構成する

Solaris または Linux サーバーの IP アドレス変更に関する詳細は、ifconfig のマ
ニュアルページを参照してください。

▼ Windows 2000 Advanced Server で IP アドレスを構成する

1. 「コントロール パネル」で「ネットワークとダイヤルアップ接続」を選択します。

2. 「ローカル エリア接続」>「プロパティ」>「インターネット プロトコル (TCP/IP)」
の順に選択します。
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3. 静的 IP アドレスが設定されていることを確認して、「詳細設定」をクリックしま
す。

4. 「TCP/IP 詳細設定」で構成する IP アドレスを選択し、IP アドレスの一覧のすぐ下
の「追加」をクリックします。

5. IP アドレスおよびサブネットマスクを入力して、「追加」をクリックします。

IP アドレスの一覧に新しい IP アドレスが追加されます。

6. コマンドウィンドウを開き、次の例のようにコントローラの Ethernet ポートの IP ア
ドレスに ping を実行します。

> ping 192.188.128.101

ping に成功しない場合は、サーバーを再起動して、ping を再実行してください。

▼ Windows Server 2003 で IP アドレスを構成する

1. 「コントロール パネル」で「ネットワークとダイヤルアップ接続」を選択します。

2. 「ローカル エリア接続」>「プロパティ」>「インターネット プロトコル (TCP/IP)」
の順に選択します。

3. 静的 IP アドレスが構成されていることを確認して、「詳細設定」をクリックしま
す。

4. 「TCP/IP 詳細設定」で、IP アドレスの一覧のすぐ下の「追加」をクリックします。

5. コントローラ A (192.168.128.101) およびコントローラ B (192.168.128.102) 
と同じサブネットの IP アドレスを入力します。

たとえば、同じサブネット上にあり、コントローラの IP アドレスと競合しない 
192.168.128.100 を使用します。

6. 「追加」をクリックします。

IP アドレスの一覧に新しい IP アドレスが追加されます。

管理ホストでの一時的な仮想サブネットの作成

アレイに静的 IP アドレスを設定するには、管理ホストからアレイに一時的にアクセ
スするために、仮想サブネットを確立する必要がある場合があります。アレイに静的 
IP アドレスを設定したら、仮想サブネットは削除します (97 ページの「管理ホストの
一時的な仮想サブネットを削除する」を参照)。
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注 – 次の手順は、Solaris または Linux の管理ホストにのみ該当します。Linux ホス
トでは、使用している Linux バージョンによりコマンド構文の表記が多少異なる場
合があります。

▼ 管理ホストで一時的な仮想サブネットを作成する

1. サーバーで使用中の Ethernet ポートを表示するには、次のように入力します。

ifconfig -a

次の例のように、使用中の Ethernet ポートが表示されます。

2. root として次のように入力し、一時的な仮想サブネットを構成します。

# ifconfig ethernet-port:1 plumb

# ifconfig ethernet-port:1 192.168.128.100 up

たとえば、次のように使用します。

# ifconfig bge0:1 plumb

# ifconfig bge0:1 192.168.128.100 up

3. 次のコマンドを入力して変化を調べ、管理ホストとアレイコントローラとの間に IP 
接続が確立されたことを確認します。

ipconfig -a

コントローラへの静的 IP アドレスの割
り当て
コントローラの Ethernet ポートと管理ホストの間に一時的な IP 接続を確立すると、
Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアを使用して、各コントローラ
の Ethernet ポート 1 に静的 IP アドレスを割り当てることができます。

lo0: flags=1000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 8232 
index 1
        inet 127.0.0.1 netmask ff000000
bge0: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 
index 2
        inet 10.4.30.110 netmask ffffff00 broadcast 10.4.30.255
        ether 0:3:ba:32:4d:f1
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▼ 各 Ethernet ポートに IP アドレスを割り当てる

1. 次のように Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアにアクセスしま
す。

a. Web ブラウザを起動し、次のように管理ホストの IP アドレスを入力します。

https://management-host:6789 

management-host は、管理ソフトウェアをインストールしたマシンの IP アドレス
です。

「ログイン」ページが表示されます。

b. root としてログインします。

Login: root

Password: root-password

root-password は、管理ソフトウェアをインストールしたマシンの root パスワード
です。

c. 「Sun Java Web Console」ページで、「Sun StorageTek Common Array 
Manager」をクリックします。

「ストレージシステムの概要」ページが表示されます。

2. 一時的にデフォルトの Ethernet ポートの IP アドレスを使用してアレイを登録しま
す。

手順については、49 ページの「アレイの登録」を参照してください。

3. 各コントローラの Ethernet ポート 1 に静的 IP アドレスを割り当てます。

a. ナビゲーション区画で「ストレージシステム」を展開し、IP アドレスを割り当て
るアレイを選択します。

「管理」ページが表示されます。(この手順は、アレイの一般的な情報がすでに設
定されていることを前提にしています。)

b. アレイの名前を入力して、「了解」をクリックします。

c. ナビゲーション区画で、操作するアレイの「物理デバイス」を展開して、「コン
トローラ」を選択します。

「コントローラの概要」ページが表示されます。

d. 最初にコントローラ A (コントローラ 1) の Ethernet ポート 1、次にコントローラ 
B (コントローラ 2) の Ethernet ポート 1 に対して、「ネットワーク構成の指定」
を選択してから、IP アドレス、ゲートウェイアドレス、およびネットマスクを入
力します。「了解」をクリックします。

IP アドレスを変更すると、アレイとの通信が失われたというエラーメッセージが
表示されることがあります。このメッセージは無視してかまいません。
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4. アレイを削除して、デフォルトの IP アドレスを削除します。

a. コンソールからログアウトし、ログインし直します。

「ストレージシステムの概要」ページが表示されます。

b. 「ストレージシステムの概要」ページで、元の IP アドレスを持つ元のアレイの横
にあるチェックボックスをクリックし、「削除」ボタンをクリックして古い IP ア
ドレスを削除します。

5. 静的 IP アドレスを使用してアレイを登録します。

アレイを登録する手順については、49 ページの「アレイの登録」を参照してくださ
い。

6. 複数のアレイを構成している場合は、次の Solaris OS コマンドを使用して、各コン
トローラ の Address Resolution Protocol (ARP) テーブルエントリを消去します。

arp -d ip-address-controller-A
arp -d ip-address-controller-B

管理ホストの IP 設定の復元
管理ホストの IP アドレスを変更した場合、コントローラに静的 IP アドレスを構成し
たら、管理ホストの元の IP アドレスを復元する必要があります。

管理ホストの元の Ethernet インタフェースの IP アドレスを復元する方法について
は、93 ページの「管理ホストの IP アドレスの設定」を参照してください。

仮想サブネットを作成して IP アドレスを割り当てた場合は、それを削除する必要が
あります。管理ホストの一時的な仮想サブネットを削除するには、97 ページの「管
理ホストの一時的な仮想サブネットを削除する」を参照してください。

▼ 管理ホストの一時的な仮想サブネットを削除する

1. root として、次のコマンドを入力します。

# ifconfig ethernet-port:1 down

# ifconfig ethernet-port:1 unplumb

2. 変更を確認します。

ifconfig -a
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 99

付録 C

Windows へのユーザーの役割およ
び新規ユーザーの追加

この付録では、Windows でユーザーを作成し、それらを権限グループに割り当てる
方法について説明します。作成したユーザーは、Java Web Console にログインして 
Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアにアクセスできます。

この付録は、次の節で構成されています。

■ 99 ページの「管理者ユーザーの追加」

■ 103 ページの「新規ユーザーの追加」

管理者ユーザーの追加
Java Web Console へ最初のログイン時には、Sun StorageTek Common Array 
Manager ソフトウェアは Windows の管理者権限を持つユーザーが必要です。

このあとの手順では、標準の Windows XP で管理者ユーザーを設定する例を示しま
す。Windows ソフトウェアのそのほかのバージョンでは手順が異なる場合がありま
す。詳細は、Windows のマニュアルを参照してください。

注 – Windows の管理者ユーザー名には、スペースを入れることができません。

この例では、Windows の管理者権限を持つ root ユーザーの設定をします。通常、
root は Unix で使用する役割です。Windows で root ユーザーの概念を使用すること
で、共通のストレージ管理者の役割をプラットフォーム間で統一できます。
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▼ 管理者権限を持つユーザーを追加する

1. 「スタート」をクリックし、「管理ツール」 -> 「コンピュータの管理」を選択しま
す。

「コンピュータの管理」ウィンドウが表示されます。

2. 「コンピュータの管理」ウィンドウで、「ローカルユーザーとグループ」 -> 「ユー
ザー」を選択します。

3. 右クリックして「新しいユーザー」を選択します。

「新しいユーザー」ウィンドウが表示されます。
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4. 「新しいユーザー」ウィンドウで、次の設定を行います。

a. 「ユーザー名」ボックスに root と入力します。

b. パスワードを作成し、確認のために再入力します。

c. 「ユーザーは次回ログオン時にパスワードの変更が必要」チェックボックスの選
択を解除します。

d. 「パスワードを無期限にする」チェックボックスを選択します。

e. 「作成」をクリックします。

「コンピュータの管理」ウィンドウが表示されます。

f. 「ユーザー」を選択し、「root」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。

「root のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

*******

*******
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5. 「所属するグループ」を選択します。

6. 「追加」を選択します。

「グループの選択 」ウィンドウが表示されます。

7. 「選択するオブジェクト名を入力してください」ボックスに「Administrators」と入
力し、「名前の確認」をクリックします。

システムで computer-name\Administrator グループが「選択するオブジェクト名を入
力してください」ボックスに表示されます。

8. 「OK」をクリックします。
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「root のプロパティ」ウィンドウに、root が「Users」グループおよび
「Administrator」グループに所属することが表示されます。これで、root ユーザー
に Windows の管理者権限が割り当てられました。

注 – 管理ホストソフトウェアを実行するサーバーで安全性を維持するには、はじめ
てログインするときに root のユーザー名とパスワードだけを使用します。最初のロ
グイン後に 1 人以上のユーザーを作成し、storage グループに割り当てます。storage 
の役割は、ユーザーの追加や変更を含むすべての管理機能を実行できます。

新規ユーザーの追加
Windows では、storage ユーザーとその他のユーザーが必要です。これらのユー
ザーを設定するには、99 ページの「管理者ユーザーの追加」と同じ手順に従います
が、root を user name に置き換え、役割 Administrator を storage に置き換え
ます。

完了したら、「user のプロパティ」ウィンドウの「所属するグループ」タブで、ユー
ザーが Users グループと storage グループに割り当てられていることを確認します。
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付録 D

ブラウザインタフェースの使用

この付録は、次の節で構成されています。

■ 106 ページの「Common Array Manager インタフェースの操作」

管理ソフトウェアの詳細については、ウィンドウの右上にある「ヘルプ」ボタンをク
リックしてください。

Common Array Manager インタフェース
の操作
ブラウザインタフェースは、システムを構成、管理、監視するための使いやすいイン
タフェースを提供します。ブラウザインタフェースは、通常の Web ページを操作す
るように操作できます。ナビゲーションツリーを使用して、アプリケーション内の
ページ間を移動します。リンクをクリックして、選択した項目の詳細情報を表示でき
ます。ページに表示された情報をソートしたり、フィルタで選別したりすることもで
きます。ボタンやツリーオブジェクト、リンク、アイコン、あるいは列の上にポイン
タを置くと、ツールチップで、そのオブジェクトの短い説明が表示されます。
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Common Array Manager インタフェースの操作

ブラウザインタフェースは、システムを構成、管理、監視するための使いやすいイン
タフェースを提供します。ブラウザインタフェースは、通常の Web ページを操作す
るように操作できます。ナビゲーションツリーを使用して、アプリケーション内の
ページ間を移動します。リンクをクリックして、選択した項目の詳細情報を表示でき
ます。ページに表示された情報をソートしたり、フィルタで選別したりすることもで
きます。ボタンやツリーオブジェクト、リンク、アイコン、あるいは列の上にポイン
タを置くと、ツールチップで、そのオブジェクトの短い説明が表示されます。

各ページには、フォームまたは表の形式でデータが表示されます。

次の項目では、ブラウザインタフェースの主な構成要素について説明します。

■ 107 ページの「ページのバナー」

■ 108 ページの「ページの内容区画」

■ 109 ページの「表情報の表示の制御」
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■ 110 ページの「ステータスアイコン」

■ 111 ページの「フォームの使用」

■ 112 ページの「システム要素の検索」

■ 112 ページの「ヘルプの利用」

ページのバナー

ページ最上部の横一杯にのびるバーで、ボタンやリンク、システム情報、アラームの
ステータス、アプリケーション名が表示されます。表 D-1 に、バーの説明を示しま
す。

表 D-1 バーの説明

ボタン 説明

「Java Web Console」ページに戻ります。このページで、構成ソフ
トウェアと診断ソフトウェアを切り替えることができます。

ソフトウェアのバージョンと著作権情報を表示します。

現在のページを再表示します。

システムに定義されている論理および物理要素をすはやく検出でき
ます。要素を選択し、検出する要素の名前または WWN (World 
Wide Name) を入力してください。アスタリスク (*) を使用すると、
選択した要素のすべてのインスタンスが検索されます。たとえば、
すべてのイニシエータを検索することも、あるいは、指定した名前
または WWN に一致するイニシエータだけ検索することもできま
す。

サービスアドバイザを起動します。

Java Web Console と現在のアプリケーションからログアウトしま
す。

別のウィンドウでオンラインヘルプを開きます。

システム情報とステータス

現在、システムにログイン中のユーザーの名前を表示します。
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ナビゲーション区画の最上位には、次のリンクが表示されます。

■ アラーム

「アラーム」リンクをクリックすると、「アラーム」ページが表示されます。こ
のページでは、すべてのストレージシステムに関する現在のアラーム情報が表示
され、アラームの詳細情報にアクセスできます。

■ ストレージシステム

「ストレージシステム」リンクをクリックすると、「ストレージシステムの概
要」ページが表示されます。このページでは、管理するアレイを選択できます。

■ 一般構成

「一般構成」リンクをクリックすると、「サイト情報」ページが表示されます。
このページでは、会社、ストレージサイト、および連絡先情報を入力できます。

ページの内容区画 

各ページの内容区画には、ストレージまたはシステム情報がフォームまたは表形式で
表示されます。ページ内のリンクをクリックして、タスクを実行するか、ページ間の
移動を行います。ページ間の移動は、ナビゲーションツリーでオブジェクトをクリッ
クすることで行うこともできます。

システムの名前を表示します。

現在、システムにログインしているユーザー数を表示します。この
リンクをクリックすると、「アクティブなユーザーの概要」が開
き、ログイン中の各ユーザーのユーザー名と役割、クライアントタ
イプ、IP アドレスが表示されます。

管理対象のサーバーから最後にデータが読み出された日時を表示し
ます。ブラウザウィンドウを再表示するか、ブラウザで操作を行う
たびに、最新データが収集されて表示されます。

各重要度のアラーム数を表示します。次の 4 つのアラーム重要度が
あります。

 「ダウン」、 「クリティカル」、 「メジャー」、お
よび  「マイナー」。

現在のアラームの詳細情報を入手するには、「現在のアラーム」リ
ンクをクリックします。「アラームの概要」ページが表示されま
す。

表 D-1 バーの説明 (続き)

ボタン 説明
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表情報の表示の制御

表には、表形式のデータが表示されます。表 D-2 ページでデータの表示の制御に使
うオブジェクトを示しています。

表 D-2 表のオブジェクト

コントロール/インジケータ 説明

目的の情報のみ表示できます。

フィルタで表の情報を選別するときは、次
のガイドラインに従ってください。

• フィルタには、少なくとも条件を 1 つ定
義する必要があります。

• フィルタは現在のサーバーにのみ適用さ
れます。複数のサーバーにまたがる表に
フィルタを適用することはできません。

フィルタで表の情報を選別するには、表の
「フィルタ」ドロップダウンメニューから
適切なフィルタ条件を選択します。

ページに一度に表示する行数 (すべての行
か、15 または 25 行を表示) を切り替える
ことができます。上のアイコンが表に表示
されているときに、そのアイコンをクリッ
クすると、1 ページに表のすべてデータが
表示されます。下のアイコンが表に表示さ
れているときに、そのアイコンをクリック
すると、1 ページに 15 または 25 行の表
データが表示されます。

表内のすべてのチェックボックスを選択ま
たは選択解除できます。左側のアイコンを
使用すると、現在のページにあるすべての
チェックボックスが選択されます。右側の
アイコンを使用すると、現在のページにあ
るすべてのチェックボックスが選択解除さ
れます。

表内の列を昇順でソートできます。昇順
は、数字 (0 ～ 9)、大文字 (A ～ Z)、次に
小文字 (a ～ z) の順です。

このアイコンをクリックすると、列のソー
ト順が降順に切り替わります。

表のソートに現在に使用されている列は、
閉じたアイコンで示されます。
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ステータスアイコン

ステータスアイコンは、オブジェクトのステータスに注意を向けさせるために表示さ
れるアイコンです。表 D-3 に、ステータスアイコンを示します。

表内の列を降順でソートできます。降順
は、小文字 (z ～ a)、大文字 (Z ～ A)、次
に数字 (9 ～ 0) の順です。

このアイコンをクリックすると、列のソー
ト順が昇順に切り替わります。

表のソートに現在に使用されている列は、
閉じたアイコンで示されます。

表示するエントリを選択できます。左側の
ボタンをクリックすると、表の最初の 25 
個のエントリが表示されます。右側のボタ
ンをクリックすると、表の前の 25 個のエ
ントリが表示されます。

左側のボタンをクリックすると、表の次の 
15 個 か 25 個のエントリが表示されます。
右側のボタンをクリックすると、表の末尾
の 15 個 か 25 個のエントリが表示されま
す。

表に含まれるページ数と、現在表示中の
ページを示します。別のページを表示する
には、「ページ」フィールドにページ番号
を入力して「移動」をクリックします。

表 D-3 ステータスアイコン

コントロール/インジケータ 説明

.

重大なエラーがあることを示します。問題
があるオブジェクトをただちに点検するこ
とをお勧めします。

.

マイナーなエラーがあることを示します。
オブジェクトは、正常な動作パラメータ内
で動作していません。

不明な状態があることを示します。現時点
では、ステータスに関する報告は提供でき
ません。

表 D-2 表のオブジェクト (続き)

コントロール/インジケータ 説明
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フォームの使用

フォームには、ページで使用可能なオプションを選択したり、情報を入力したりする
ためのメニューやボタン、リンク、テキストフィールドがあります。表 D-4 に、こ
れらフォームの要素の説明を示します。

表 D-4 フォームのコントロール

コントロール/インジケータ 説明

必ず情報を入力する必要があるフィールド
であることを示します。

選択可能なオプションを一覧表示します。

フォーム上の、このアイコン横のテキスト
に該当する部分を表示します。

フォームの先頭に戻ります。

それまでの選択および入力内容を保存しま
す。

すべてのページ要素を、現在のページに最
初にアクセスしたときに表示されていた元
の内容に戻します。

現在の設定を取り消します。

現在の設定を有効にします。
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システム要素の検索

どのページにもある、バナーの検索機能を使用して、システムの論理および物理要素
を簡単に検出することができます。

特定の種類のすべての要素を検索することも、指定した語に一致する要素だけ検索す
ることもできます。たとえば、すべてのイニシエータを検索することも、あるいは、
特定の WWN (World Wide Name) を含むイニシエータだけ検索することもできま
す。

▼ 検索機能を利用するには、次の手順に従います。

1. 「Sun StorageTek Common Array Manager」をクリックします。

2. バーにある「検索」をクリックします。

「検索」ウィンドウが表示されます。

3. 検出する要素の種類を選択します。アレイ、ディスク、イニシエータ、ストレージ
プール、ストレージプロファイル、トレイ、仮想ディスク、ホスト、ホストグルー
プ、ボリューム、複製セット、スナップショット、あるいはすべてのシステム要素を
検索できます。

4. 検索対象を絞り込むには、テキストフィールドに検索語を入力します。

■ 名前または説明フィールドに、指定した検索語を含むすべての要素が検出されま
す。たとえば、検索語として「primary」を入力すると、名前が primary、
demoprimary、primarydemo、または firstprimarylast の要素が検出されます。

■ 検索機能では、大文字と小文字は区別されません。たとえば、検索語が
「primary」であれば、primary、Primary、PRIMARY、priMARY など、大文字
と小文字の任意の組み合わせを含む要素が検出されます。

■ 検索語で空白文字や特殊文字は使用できません。

■ 選択した種類のすべての要素を検索するには、ワイルドカード文字 (*) を使用しま
す。ワイルドカードと検索語を組み合わせないでください。組み合わされた場合
は、アスタリスク文字が検索されます。

5. 「検索」をクリックします。

検索結果が表示されます。

6. 「戻る」をクリックして前のページに戻ります。

ヘルプの利用

構成ソフトウェアに関するヘルプを表示するには、Web ブラウザのバナーにある
「ヘルプ」をクリックします。ヘルプウィンドウは 2 つの区画で構成され、左側がナ
ビゲーション区画、右側がトピック区画です。
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ヘルプトピックを表示するには、ナビゲーション区画の「目次」、「索引」、「検
索」タブを使用します。「検索」をクリックして「検索のヒント」をクリックする
と、検索機能について学ぶことができます。表 D-5 に、これらヘルプのタブの説明
を示します。

表 D-5 ヘルプのタブ

タブ 説明

目次 フォルダアイコンをクリックすると、サブトピックが表示されま
す。ページアイコンをクリックすると、トピック区画にそのトピッ
クのヘルプページが表示されます。

索引 索引のエントリをクリックすると、そのトピックのヘルプページが
表示されます。

検索 検索する語句を入力して、「検索」をクリックします。ナビゲー
ション区画に、検索条件に一致するトピックが、関連性の強い順に
一覧表示されます。トピックのリンクをクリックすると、そのト
ピックのヘルプページが表示されます。

「検索のヒント」リンクをクリックすると、より適切な検索結果を
得られるようにする方法が表示されます。

トピック内の特定の単語または語句を検索するには、トピック区画
内をクリックして Ctrl + F キーを押し、検索する語句を入力して
「検索」をクリックします。
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用語集

ストレージネットワーキング・インダストリ・アソシエーション (Storage 
Networking Industry Association、SNIA) の Dictionary (用語集) から引用した定義
は、文章の最後に「(SNIA)」と記入されています。SNIA の Dictionary 全体を参照
するには、www.snia.org/education/dictionary を参照してください。

DAS

「Direct Attached Storage (DAS)」を参照してください。

Direct Attached Storage (DAS)

データにアクセスする 1 つまたは 2 つのホストを物理的にストレージアレイに接続す
るストレージアーキテクチャ。

FC

「ファイバチャネル (FC)」を参照してください。

IOPS

トランザクション速度の尺度で、1 秒当たりの入力および出力の数を表します。

LAN

Local Area Network (ローカルエリアネットワーク) の略語。

LUN

「論理ユニット番号 (LUN)」を参照してください。

MAC アドレス

「メディアアクセス制御 (MAC) アドレス」を参照してください。

http://www.snia.org/education/dictionary


116  Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル • 2007 年 2 月

RAID

Redundant Array of Independent Disks の頭字語。複数ディスクを管理することで、
望ましいコスト、データの可用性および性能特性をホスト環境に提供する技術群で
す。(SNIA)

SAN

「Storage Area Network (SAN)」を参照してください。

SSCS

Sun Storage Command System の略語。アレイの管理に使用可能なコマンド行インタ
フェース (CLI) です。

Storage Area Network (SAN)

ストレージの要素を相互に接続したり、データを保存するために SAN を使用するすべて

のシステムのアクセスポイントであるサーバーに接続するためのアーキテクチャ。

thin スクリプトクライアント

「リモートスクリプト CLI クライアント」を参照してください。

WWN

World Wide Name。IEEE (Institute of Electrical and Electronic Engineers) などの公
認の命名機関によって割り当てられた一意の 64 ビットの数値で、ネットワークに対
する接続 (デバイス) または接続のセットを識別します。WWN (World Wide Name) 
は、命名機関を識別する番号、メーカーを識別する番号、および特定の接続に対する
一意の番号から構成されます。

アラーム

サービスのアクションを必要とするイベントタイプ。「イベント」も参照してくださ
い。

アレイ

1 つのストレージデバイスとして機能する複数のディスクドライブ。高可用性 (HA) 
アレイ構成には、ディスクドライブの冗長コントローラおよび拡張トレイがありま
す。

アレイホットスペア

ホットスペア内でストレージプールの一部として機能するディスクであり、アレイ内
のすべての仮想ディスクで使用可能にできる予備ディスク。「ホットスペア」も参照
してください。
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イニシエータ

ファイバチャネル (FC) ネットワーク上で入出力操作を開始するシステムコンポーネ
ント。FC ファブリックのゾーン化ルールで許可されている場合は、FC ネットワーク
内の各ホスト接続でストレージアレイとのトランザクションを開始することができま
す。FC ネットワーク内の各ホストは独立したイニシエータに相当するため、1 つの
ホストを 2 つのホストバスアダプタ (HBA) でシステムに接続した場合、システムは
それらの HBA を 2 つの異なるイニシエータとして認識します (マルチホームで 
Ethernet ベースのホストと同様)。これに対して、マルチパスがラウンドロビンモー
ドで使用された場合、複数の HBA はグループ化され、マルチパスソフトウェアはそ
の HBA グループを 1 つのイニシエータとして識別します。

イベント

デバイスで何らかの事象が発生したことを知らせる通知。多くの種類のイベントがあ
り、それぞれにほかとは異なる種類の発生事象を表します。「アラーム」と「警告」
も参照してください。

エージェント

アレイの健全性と資産情報を収集するシステム監視および診断ソフトウェアのコン
ポーネント。

エクステント

物理ディスクまたは仮想ディスクにおける論理アドレスが連続している一連の連続ブ
ロック。

仮想ディスク

ディスクライクのストレージと I/O セマンティクスを持つ連続的に番号付けられた
論理ブロック範囲として、運用環境に提示されるディスクブロック群。仮想ディスク
は運用環境から見ると、極めて物理ディスクに似たディスクアレイオブジェクトで
す。(SNIA)

管理ホスト

Sun StorageTek Common Array Manager の構成、管理、監視ソフトウェアにサービ
スを提供する Solaris ホストです。ブラウザを使用してステーション上のソフトウェ
アからブラウザインタフェースを実行したり、リモートスクリプトのコマンド行イン
タフェース (CLI) クライアントを使用して SSCS CLI コマンドにアクセスしたりでき
ます。

警告

ユーザーの介入を必要とするイベントのサブタイプのこと。警告は、しばしばアク
ション可能なイベントによって表されます。「イベント」も参照してください。

顧客 LAN

「サイト LAN」を参照してください。



118  Sun StorageTek Common Array Manager ソフトウェアインストールマニュアル • 2007 年 2 月

コントロールパス

システム管理情報の通信に使用されるルートで、通常は帯域外接続が使用されます。

サイト LAN

自分のサイトのローカルエリアネットワーク。システムが自分の LAN に接続されて
いる場合は、その LAN 上の任意のホストからブラウザを使用してシステムを管理で
きます。

障害検出率

考えられる全障害あるいは特定の 1 つの種類の障害に対する検出された障害の割合。

ストライピング

データストライピングの短縮形で RAID レベル 0 もしくは RAID 0 として知られる。
仮想ディスクアドレスの連続した固定長領域を循環的にアレイ内の次のディスクへ
マップするマッピング技術。(SNIA)

ストライプサイズ

ストライプのブロック数。ストライピングされたアレイのストライプサイズは、スト
ライプ数にメンバーのエクステント数を乗算した値です。パリティ RAID アレイのス
トライプサイズは、メンバーのエクステント数から 1 を引いた数をストライプ数に乗
算した値です。「ストライピング」も参照してください。

ストレージドメイン

システム全体のストレージリソースのサブセットを保持する、セキュリティー保護さ
れたコンテナ。複数のストレージドメインを作成して、システム全体のストレージリ
ソースのセットを安全に分割することができます。これによって、複数の部署または
アプリケーションを 1 つのストレージ管理インフラストラクチャに構成することがで
きます。

ストレージトレイ

ディスクの収納された格納装置のこと。デュアル RAID コントローラを搭載したトレ
イをコントローラトレイ、搭載していないトレイを拡張トレイと呼びます。

ストレージプール

物理ディスクの容量 (ブラウザインタフェースでは仮想ディスクとして概念化) を、
利用可能なストレージ容量の論理的なプールにグループ化するコンテナ。ストレージ
プールの特性は、ストレージプロファイルに定義されます。複数のストレージプール
を作成して、様々なタイプのアプリケーションでの使用に応じてストレージ容量を分
離できます (たとえば、スループットが高く、オンラインでトランザクション処理を
行うアプリケーションなど)。
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ストレージプロファイル

RAID レベル、セグメントサイズ、専用ホットスペア、仮想化方式など、ストレージ
パフォーマンスの特性の定義セット。ストレージを利用するアプリケーションに適し
た定義済みのプロファイルを選択したり、カスタムプロファイルを作成できます。

スナップショット

特定の時点でのボリュームのデータの複製のことです。

ターゲット

SCSI I/O コマンドを受信するシステム構成部品。(SNIA)

帯域外トラフィック

Ethernet ネットワークを使用する一次データパスの外部にあるシステム管理トラ
フィック。「帯域内トラフィック」も参照してください。

帯域内トラフィック

ホストとストレージデバイス間のデータパスを使用するシステム管理トラフィック。
「帯域外トラフィック」も参照してください。

ディスク

データを格納する物理ドライブコンポーネント。

データパス

データホストとストレージデバイスとの間のデータパケットのルート。

データホスト

このシステムをストレージとして使用するホスト。データホストは、アレイに直接接
続する場合 (Direct Attach Storage、DAS) と、複数のデータホストをサポートする外
部スイッチ (Storage Area Network、SAN) に接続する場合とがあります。「ホス
ト」も参照してください。

トレイ

「ストレージトレイ」を参照してください。

ファイバチャネル (FC)

最大 100M バイト/秒で 2 つのポート間でデータ転送可能なシリアル I/O バスの標準
規格群。さらに高速な標準規格が提案されています。ファイバチャネルはポイント
ツーポイント、調停ループ、スイッチを用いるトポロジをサポートしています。ベン
ダーにより開発され、そのあと、標準規格に提出された SCSI とは異なり、ファイバ
チャネルは完全に業界の協力により開発されました。(SNIA)
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ファイバチャネルスイッチ

ファイバチャネルストレージエリアネットワーク SAN 内の特定のネットワークアド
レスに関連付けられたポートに直接パケットを送信できるネットワークデバイス。
ファイバチャネルスイッチは、特定のストレージポートに接続できるサービスの数を
増やすために使用されます。各スイッチは、それに固有の管理ソフトウェアによって
管理されます。

プール

「ストレージプール」を参照してください。

フェイルオーバーと回復

データパスを自動的に代替パスに切り替える処理。

ブロック

入出力動作のたびにホストで送受信されるデータ量のこと。データユニットのサイズ
です。

プロビジョニング

ストレージをホストに割り振り、割り当てる処理。

プロファイル

「ストレージプロファイル」を参照してください。

ホスト

ストレージドメインを作成するために、イニシエータとボリュームにマッピングされ
るデータホストのことです。「データホスト」、「イニシエータ」も参照してくださ
い。

ホストグループ

ボリュームにマッピングできる共通のストレージ特性を持つホストのグループ。「ホ
スト」も参照してください。

ホストバスアダプタ (HBA)

ホスト I/O バスをコンピュータメモリシステムに接続する I/O アダプタ。(SNIA)
「イニシエータ」も参照してください。

ホットスペア

故障したディスクを交換するためにコントローラが使用するドライブ。「アレイホッ
トスペア」も参照してください。
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ボリューム

1 つのプールから割り当てられたストレージブロックの論理的に連続した範囲。ディ
スクアレイでは論理ユニット番号 (LUN) として表されます。ボリュームは、仮想化
方式や、サイズ、および内部アレイ構成によって、アレイを構成する物理デバイスに
またがって構成したり、1 つの物理ディスク内の全体に含まれるよう構成することも
できます。接続されたサーバーシステムで実行されるアプリケーションでは、アレイ
コントローラによってこれらの詳細は意識されません。

ボリュームのスナップショット

「スナップショット」を参照してください。

マスター/代替マスター 

冗長構成を使用した信頼性を得るための設計。アレイ構成は、マスター/代替マス
ター構成を共有します。それぞれのアレイ構成には、1 つのホストとしてまとめられ
る 2 つのコントローラトレイがあります。いずれの場合も、マスターコンポーネント
がその IP アドレスと名前を使用します。マスターで障害が発生すると、代替マス
ターがその IP アドレスおよび名前、そしてマスターの機能を引き継ぎます。

マルチパス

ターゲットに複数の物理パスを提供する冗長設計。

ミラー化

ストレージの形式。RAID レベル 1、独立コピー、実時間コピーとも呼ばれます。ミ
ラー化によって、2 つ以上の独立した、同一のデータコピーが別々のメディアに保持
されます。典型的なミラー化の技術では、データセットを複製し、ストレージシステ
ムに冗長性を持たせることができます。

メディアアクセス制御 (MAC) アドレス

Ethernet コントローラボードを特定する物理アドレス。MAC アドレスは、Ethernet 
アドレスとも呼ばれ、工場出荷時に設定され、デバイスの IP アドレスにマッピング
される必要があります。

容量

ボリューム、プール、仮想ディスクなど、ストレージ要素に割り当てる必要があるス
トレージの大きさ。容量計画には、ボリュームスナップショットおよびボリュームコ
ピーの割り当てを含める必要があります。

リモート監視

ハードウェアシステムのハードウェアが実際に存在している以外の場所からシステム
の機能とパフォーマンスを監視すること。
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リモートスクリプト CLI クライアント

リモートの管理ホストからシステムを管理できるようにするコマンド行インタフェー
ス (CLI)。クライアントは帯域外の保護インタフェース (HTTPS) を使用して管理用ソ
フトウェアと通信し、ブラウザインタフェースと同じ制御および監視機能が提供され
ます。同クライアントをインストールするホストは、システムへのネットワークアク
セスが可能なものである必要があります。

論理ユニット番号 (LUN)

特定のホストで識別されるボリュームの SCSI 識別子。同じボリュームを別のホスト
に対する別の LUN によって表現できます。
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